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（
1
）

　
　
　
　
　
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
問
題
を
中
心
に

林

秀

光
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1　321　21 は
じ
め
に

ダ
ム
立
ち
退
き
歴
史
の
時
期
区
分

「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
の
顕
在
化
⊥
昆
ち
退
き
住
民
の
貧
困
化
と
反
抗

　
立
ち
退
き
住
民
の
貧
困
化
の
間
題

　
立
ち
退
き
住
民
の
反
抗

「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
へ
の
対
応
と
「
後
期
支
援
政
策
」
の
導
入

　
「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
へ
の
対
応

　
「
後
期
生
産
扶
持
政
策
」
の
導
入
の
必
要
性

　
「
後
期
生
産
扶
持
政
策
」
の
具
体
化
と
実
施
を
め
ぐ
る
攻
防

新
た
な
政
策
の
模
索
と
課
題

　
法
整
備
の
必
要
性
と
抵
抗
1
「
移
民
条
例
」
の
改
定
を
め
ぐ
っ
て

（
1
）
　
「
移
民
条
例
」
改
定
の
必
要
性

（
2
）
　
「
移
民
条
例
」
改
定
難
航
の
背
景
と
意
見
対
立

　
　
　
①
国
家
利
益
と
個
人
利
益
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
②
補
償
の
基
準
を
め
ぐ
る
攻
防

　
2
　
多
元
的
な
管
理
体
制
の
弊
害
と
一
元
化
の
方
向
性

六
　
お
わ
り
に

1
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一
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
ダ
ム
立
ち
退
き
の
問
題
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
水
力
資
源
の
公
平
・
公
正
な
配
分
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
、
ダ
ム

立
ち
退
き
住
民
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
、
低
い
コ
ス
ト
に
よ
る
水
力
資
源
の
開
発
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
立
ち
退
き

住
民
の
貧
困
化
に
よ
る
政
府
へ
の
反
抗
が
顕
在
化
し
た
こ
と
で
、
立
ち
退
き
住
民
が
社
会
の
不
安
定
要
素
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
へ
の
対
応
は
、
一
九
八
五
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
中
央
政
府
管
轄
の
ダ
ム
に
よ
る
立
ち
退
き
住

民
へ
の
再
補
償
で
あ
る
。
同
時
に
、
水
力
資
源
の
開
発
を
め
ぐ
る
体
制
改
革
に
よ
っ
て
開
発
の
主
体
が
国
家
か
ら
事
業
主
法
人
へ
と

変
わ
っ
た
こ
と
、
中
国
社
会
に
お
け
る
弱
勢
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
変
化
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

水
力
資
源
の
公
平
な
配
分
を
目
指
し
て
、
開
発
部
門
と
地
方
政
府
、
立
ち
退
き
住
民
の
問
に
新
た
な
関
係
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

　
今
日
、
市
場
経
済
化
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
中
国
は
、
計
画
経
済
体
制
の
下
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
様
々
な
問
題
と
、
市
場
経
済
化

の
中
で
浮
上
し
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
矛
盾
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
根
底
に
共
通
し
て
存
在
す
る
経
済
格
差
と
不
公
平
感
に
い
か
に

対
処
す
る
か
と
い
う
問
い
に
は
、
富
の
再
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
富
の
格
差
を
是
正
す
る
資
源

の
再
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
い
か
に
機
能
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
論
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、

ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
問
題
を
通
し
て
、
水
力
資
源
の
配
分
を
め
ぐ
る
そ
れ
ま
で
の
対
策
と
法
的
・
制
度
的
な
構
造
を
解
明

し
、
公
平
な
利
益
再
配
分
の
可
能
性
を
考
察
す
る
。

2

ニ
　
ダ
ム
立
ち
退
き
歴
史
の
時
期
区
分

中
国
は
一
九
四
九
年
以
来
約
八
万
個
の
ダ
ム
を
建
設
し
、
そ
の
中
で
、
大
・
中
型
ダ
ム
は
二
九
五
〇
個
あ
ま
り
で
、
約
八
○
○
○
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（
3
）

万
キ
ロ
ワ
ヅ
ト
の
水
力
発
電
能
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
。
水
力
資
源
の
開
発
は
中
国
の
経
済
と
社
会
生
活
を
支
え
て
き
た
が
、
そ
れ

に
伴
う
立
ち
退
き
住
民
の
数
も
、
水
利
部
の
統
計
で
は
二
〇
〇
四
年
現
在
で
一
七
五
〇
万
人
を
超
え
、
世
界
で
も
例
の
な
い
立
ち
退

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

き
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
省
ご
と
に
み
る
と
、
湖
南
省
の
約
二
五
〇
万
人
、
広
東
省
や
重
慶
市
の
約
一
〇
〇
万
人
を
始
め
、
立
ち
退

き
住
民
が
一
〇
万
人
を
超
え
る
省
は
一
九
を
数
え
る
こ
と
か
ら
も
、
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
の
間
題
は
中
国
社
会
に
お
い
て
広
く
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
現
在
、
中
国
は
電
力
開
発
の
一
環
と
し
て
水
力
資
源
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
ダ
ム
建
設
に

伴
う
立
ち
退
き
住
民
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
雲
南
省
内
だ
け
で
も
、
今
後
三
〇
年
内
に
お
い
て
、
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

六
五
万
か
ら
七
〇
万
人
の
立
ち
退
き
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ダ
ム
立
ち
退
き
の
歴
史
に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
い
。
一
九
四
九
年
か
ら
九
九
年
ま
で
の
五
〇
年
問
の
歴
史
を
時
系
列
的
に
整
理

し
た
も
の
と
、
立
ち
退
き
政
策
の
要
約
そ
の
も
の
数
点
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
時
系
列
的
に
整
理
し
た
論
文
は
二
点
あ
り
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

○
年
の
歴
史
を
三
つ
の
時
期
区
分
で
整
理
し
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。

　
第
一
段
階
（
一
九
五
〇
年
～
五
七
年
）
”
新
中
国
建
国
後
の
七
年
間
に
お
い
て
、
洪
水
対
策
と
発
電
の
目
的
か
ら
約
二
〇
個
の
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
、
立
ち
退
き
住
民
の
数
は
約
三
〇
万
人
で
あ
っ
た
。
建
国
し
て
問
も
な
い
時
期
で
、
共
産
党
政
権
の
維
持
と
強
化
が

最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、
各
レ
ベ
ル
の
政
府
は
立
ち
退
き
の
問
題
を
慎
重
に
処
理
し
た
。
ま
た
土
地
改
革
と
農
業
合
作
化
の
時

期
も
重
な
っ
た
た
め
、
政
府
は
公
有
の
土
地
を
多
く
有
し
て
お
り
、
立
ち
退
き
住
民
を
再
配
置
す
る
こ
と
が
比
較
的
簡
単
で
あ
っ
た
。

　
第
二
段
階
（
一
九
五
八
年
～
七
八
年
）
”
こ
の
時
期
は
大
規
模
な
社
会
主
義
建
設
の
時
期
と
重
な
り
、
同
時
に
大
躍
進
運
動
や
文

化
大
革
命
の
よ
う
な
大
規
模
な
政
治
運
動
が
発
生
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
に
三
門
峡
ダ
ム
、
新
安
江
ダ
ム
と
丹
江
ロ
ダ

ム
な
ど
約
二
八
○
個
の
大
型
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
を
重
視
し
、
立
ち
退
き
住
民
を
軽
視
す
る
（
「
重
工
程
、

軽
移
民
」
）
の
が
普
遍
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
大
型
ダ
ム
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
ダ
ム
に
立
ち
退
き
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

3
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第
三
段
階
（
一
九
七
九
年
～
九
九
年
）
”
こ
の
時
期
は
改
革
開
放
路
線
の
導
入
に
よ
り
、
水
力
開
発
が
急
速
な
発
展
を
遂
げ
、
黄

河
小
浪
底
、
長
江
三
峡
ダ
ム
な
ど
大
型
ダ
ム
が
着
工
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
完
成
し
た
ダ
ム
は
七
〇
個
あ
ま
り
、
立
ち
退
き
住
民
は

二
五
〇
万
人
を
超
え
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
従
来
の
生
活
補
償
に
よ
る
救
済
に
加
え
て
、
ダ
ム
の
発
電
費
か
ら
経
費
を
徴
収
し
、

立
ち
退
き
を
し
た
あ
と
の
生
活
と
生
産
を
支
援
す
る
、
と
い
う
「
開
発
性
移
民
」
（
「
開
発
型
移
民
」
と
も
言
う
）
の
方
針
が
取
り
入

れ
ら
れ
た
。
ま
た
九
一
年
に
国
務
院
が
「
大
中
型
水
利
水
電
工
程
建
設
徴
地
補
償
和
移
民
安
置
条
例
」
（
以
下
、
「
移
民
条
例
」
）
を
公

布
し
た
。
こ
れ
が
中
国
に
お
け
る
ダ
ム
立
ち
退
き
に
関
す
る
初
め
て
の
専
門
法
規
で
あ
り
、
立
ち
退
き
が
法
治
の
軌
道
に
乗
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
立
ち
退
き
政
策
に
着
眼
し
た
も
の
は
、
次
の
二
点
が
あ
る
が
、
詳
し
い
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
環
境
保
護
総
局
の
祝
興
祥
は
、

国
連
水
力
発
電
と
持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
行
っ
た
報
告
の
な
か
で
、
立
ち
退
き
住
民
政
策
を
次
の
三
つ
の
段

階
に
分
け
た
。
す
な
わ
ち
、
現
在
あ
る
大
部
分
の
立
ち
退
き
住
民
は
二
〇
世
紀
八
○
年
代
ま
で
に
お
け
る
行
政
手
段
に
よ
る
立
ち
退

き
で
あ
る
。
八
○
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
始
め
は
計
画
経
済
の
方
法
で
立
ち
退
き
を
行
っ
た
。
九
〇
年
代
以
降
、
「
立
ち
退
き
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

民
へ
の
後
期
支
援
基
金
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、
立
ち
退
き
住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
が
あ
る
程
度
改
善
さ
れ
た
。
一
方
、
現
職
の
水
利
部

長
江
恕
誠
は
、
次
の
よ
う
に
立
ち
退
き
政
策
を
捉
え
て
い
る
。
第
一
段
階
は
早
期
の
簡
単
な
移
民
安
置
型
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
改

革
開
放
後
の
開
発
性
移
民
安
置
型
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
立
ち
退
き
住
民
に
生
産
を
行
え
る
経
済
的
な
支
援
を
行
う
、
そ
れ
ま
で
の
消

極
的
な
補
償
か
ら
積
極
的
な
創
業
に
、
生
活
救
済
か
ら
生
産
を
発
展
で
き
る
補
助
に
変
え
た
。
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
第
三
段

階
で
、
つ
ま
り
、
投
資
型
移
民
で
あ
る
。
投
資
型
移
民
と
い
う
の
は
、
ダ
ム
地
域
の
移
民
が
自
ら
持
っ
て
い
る
居
住
権
と
土
地
使
用

権
な
ど
を
資
本
金
と
し
て
株
主
に
な
り
、
発
電
所
の
収
益
か
ら
一
定
の
利
益
を
享
受
す
る
。
現
在
一
部
の
発
電
所
が
発
電
収
益
の
中

か
ら
資
金
を
捻
出
し
移
民
へ
の
補
償
に
当
て
て
い
る
が
、
長
い
目
で
考
え
た
時
、
立
ち
退
き
住
民
に
一
定
の
株
式
を
持
た
せ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

が
合
理
的
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

4
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こ
の
よ
う
に
、
時
系
列
に
よ
る
時
期
区
分
は
、
立
ち
退
き
の
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
政
治
変
動
の
影
響
と
水
力
開
発

政
策
の
変
遷
と
の
関
連
か
ら
捉
え
て
お
り
、
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
政
府
に
よ
る
立
ち
退
き
問
題
へ
の
取
り

組
み
と
い
う
制
度
的
な
見
地
か
ら
考
え
る
と
、
立
ち
退
き
政
策
そ
の
も
の
に
着
目
し
た
区
分
の
方
が
明
確
に
立
ち
退
き
住
民
の
問
題

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
、
立
ち
退
き
住
民
の
問
題
に
は
三
つ
の
問
題
点
が
内
包
し
、
補
償
政
策
の
導
入
状
況
と
関
連
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

門
の
変
遷
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
三
つ
の
問
題
点
と
は
、
（
1
）
「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
と
さ
れ
る
立
ち
退
き
住
民
の
貧
困
問
題
と

そ
れ
へ
の
対
策
、
（
2
）
「
後
期
生
産
扶
持
」
と
い
わ
れ
る
八
六
年
以
降
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
に
よ
る
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
政
策

の
実
施
を
め
ぐ
る
攻
防
、
（
3
）
開
発
の
主
体
が
国
家
か
ら
事
業
主
法
人
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
新
た
な
補
償
策
の
模
索
、
で
あ

る
。
従
っ
て
、
立
ち
退
き
の
歴
史
を
大
ま
か
に
次
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
。
第
一
段
階
（
一
九
四
九
年
1
八
五
年
）
”
遺
留
間
題

の
顕
在
化
と
立
ち
退
き
住
民
の
反
抗
、
第
二
段
階
（
八
六
年
－
九
六
年
）
”
遺
留
問
題
へ
の
対
処
、
後
期
生
産
扶
持
政
策
の
導
入
、

第
三
段
階
（
一
九
九
七
年
－
現
在
）
H
新
た
な
政
策
の
模
索
と
課
題
。
以
下
、
大
ま
か
に
こ
の
三
つ
の
段
階
に
沿
う
形
で
上
述
の
問

題
点
を
解
明
す
る
。

三
　
「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
の
顕
在
化
－
立
ち
退
き
住
民
の
貧
困
化
と
反
抗

　
1
　
立
ち
退
き
住
民
の
貧
困
化
の
問
題

　
建
国
以
来
、
洪
水
対
策
の
た
め
の
ダ
ム
建
設
と
、
発
電
を
中
心
と
し
た
大
型
ダ
ム
の
建
設
が
大
々
的
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ

の
時
期
は
「
重
工
程
、
軽
移
民
」
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
視
す
る
が
、
立
ち
退
き
住
民
を
軽
視
す
る
）
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
立
ち

退
き
に
関
す
る
政
策
は
な
く
、
住
民
の
利
益
を
無
視
す
る
形
で
行
政
的
な
手
段
に
よ
る
立
ち
退
き
が
行
わ
れ
た
。
ダ
ム
の
建
設
コ
ス

ト
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ほ
と
ん
ど
す

5
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べ
て
の
ダ
ム
に
立
ち
退
き
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
の
主
た
る
問
題
は
立
ち
退
き
住
民
の
貧
困
化
で
あ
る
。
ダ
ム
所
在
地
は
ほ
と
ん
ど
農
村
の
山
奥
に
位
置
す
る
た
め
、
立
ち
退
き

住
民
は
ほ
と
ん
ど
農
民
で
あ
る
。
土
地
を
失
っ
た
農
民
は
立
ち
退
い
た
先
で
、
そ
の
地
域
の
住
民
よ
り
も
や
せ
た
土
地
し
か
与
え
ら

れ
ず
、
補
償
も
十
分
に
な
い
ま
ま
で
新
し
い
生
活
を
始
め
る
し
か
な
か
っ
た
。
現
在
の
五
大
電
力
集
団
の
前
身
で
あ
る
国
家
電
力
公

司
の
副
総
経
理
周
大
兵
も
、
「
建
国
以
来
の
約
一
五
〇
〇
万
人
の
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
の
な
か
で
、
生
活
水
準
が
元
よ
り
高
く
な
っ

た
の
は
約
三
分
の
一
、
衣
食
が
足
り
て
い
る
も
の
は
約
三
分
の
一
、
元
の
生
活
水
準
よ
り
低
く
な
っ
た
の
は
約
三
分
の
一
」
と
認
め

　
（
H
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
い
る
。
立
ち
退
き
住
民
の
貧
窮
化
し
た
状
態
は
水
利
部
の
行
っ
た
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
人
間

が
多
く
、
土
地
も
不
足
し
て
い
る
。
食
料
が
厳
し
く
欠
乏
し
て
い
る
。
基
礎
イ
ン
フ
ラ
設
備
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
災
害
抵
抗
力
が
低

い
。
立
ち
退
き
地
域
に
お
い
て
は
、
水
源
の
確
保
、
交
通
、
住
宅
、
電
力
、
子
供
の
就
学
、
医
療
な
ど
に
お
い
て
困
難
を
き
た
し
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
立
ち
退
き
住
民
に
は
、
人
間
と
し
て
生
存
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
条
件
さ
え
も
提

供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
調
査
に
よ
る
と
、
中
央
政
府
が
管
轄
す
る
ダ
ム
の
立
ち
退
き
住
民
約
四
五
〇
万
人
の
内
、

一
九
九
七
年
に
は
平
均
年
収
五
〇
〇
元
以
下
の
住
民
が
ま
だ
二
〇
〇
万
人
い
る
。
地
方
が
管
轄
す
る
ダ
ム
に
な
る
と
、
年
収
五
〇
〇

元
以
下
の
立
ち
退
き
住
民
は
五
〇
〇
万
か
ら
六
〇
〇
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
温
家
宝
総
理
は
、
中
国
の
貧
困
人
口
は
約
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

千
万
で
あ
る
と
二
〇
〇
三
年
春
に
記
者
団
に
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
年
収
を
六
二
五
元
と
し
て
算
出
し
た
数
字
で
あ
る
。
一
方
、
中

国
扶
貧
基
金
会
は
、
こ
の
三
千
万
人
は
十
分
な
衣
食
が
得
ら
れ
て
い
な
い
人
た
ち
で
あ
り
、
低
収
入
人
口
（
年
収
八
六
五
元
を
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

と
し
て
）
の
六
千
万
を
含
め
て
、
貧
困
人
口
は
九
千
万
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
分
な
衣
食
の
得
ら
れ
て
い
な
い
貧

困
人
口
の
中
に
、
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
は
そ
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
地
方
に
よ
っ
て
、
状
況
が
さ
ら
に
深
刻

で
あ
る
。
例
え
ば
、
立
ち
退
き
住
民
約
二
五
〇
万
人
も
抱
え
る
湖
南
省
で
は
、
ま
だ
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
立
ち
退
き
住
民
が
十
分
な

衣
食
が
得
ら
れ
ず
、
年
収
二
〇
〇
元
以
下
の
「
特
困
戸
」
（
特
別
に
困
難
な
世
帯
）
が
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
全
省
三
五

6



○
万
貧
困
人
口
の
中
に
、
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
が
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
一
四
〇
万
人
を
占
め
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

貧
困
と
不
幸
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

立
ち
退
き
地
域
に
お
い
て

中国における水力開発と利益再配分

　
2
　
立
ち
退
き
住
民
の
反
抗

　
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
が
法
的
・
制
度
的
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
状
へ
の
不
満
を
訴
え
る
手
段
と
し
て
、
上
級
組
織
へ

の
投
書
（
信
訪
）
、
集
団
陳
情
（
上
訪
）
、
工
事
の
阻
止
と
元
の
地
域
へ
の
逆
戻
り
（
返
遷
）
が
使
わ
れ
た
。
文
化
大
革
命
中
、
ダ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

立
ち
退
き
に
関
わ
っ
た
幹
部
が
立
ち
退
き
住
民
に
殺
害
さ
れ
た
悲
劇
も
起
こ
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
上
級
組
織
へ
の
投
書
、
集
団
陳

情
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
関
連
文
献
に
お
い
て
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
資
料
の
関
係
上
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、
当
事
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
四
川
省
平
県
に
あ
る
大
河
ダ
ム
の
立
ち
退
き
住
民
が
、
二
〇
年
以
上
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

た
る
集
団
陳
情
を
描
い
た
著
書
が
あ
る
。
ま
た
、
工
事
の
阻
止
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
報
告
も
あ
る
。
貴
州
省
と
広
西
チ
ワ
ン
族

自
治
区
の
境
に
建
設
さ
れ
た
天
生
橋
ダ
ム
の
工
事
現
場
に
お
い
て
、
一
九
九
七
年
六
月
一
七
日
か
ら
八
月
一
三
日
に
わ
た
っ
て
、
工

事
の
繁
忙
期
に
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
約
千
人
が
工
事
区
域
で
道
路
を
塞
ぎ
工
事
を
阻
止
し
、
地
方
政
府
と
ダ
ム
開
発
事
業
主
法
人
に

対
し
て
立
ち
退
き
補
償
問
題
の
解
決
を
求
め
た
。
事
態
の
悪
化
を
避
け
る
た
め
、
三
五
日
間
に
わ
た
っ
て
工
事
を
停
止
せ
ざ
る
を
え

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
不
満
を
訴
え
る
手
段
の
中
で
も
最
も
政
府
を
悩
ま
せ
て
き
た
の
は
返
遷
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
返
遷
と
い
う
の
は
、
立
ち
退
い

た
地
域
に
お
い
て
生
活
苦
に
耐
え
ら
れ
ず
、
ま
た
は
そ
の
地
域
の
文
化
風
土
に
馴
染
め
な
い
上
、
土
地
の
所
有
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
地

元
住
民
と
の
軋
礫
を
起
こ
し
て
、
政
府
の
許
可
な
く
集
団
あ
る
い
は
個
人
で
元
の
地
域
に
逆
戻
り
し
て
住
む
こ
と
で
あ
る
。
元
の
住

処
は
ダ
ム
で
水
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
ダ
ム
地
域
の
限
ら
れ
た
土
地
に
住
む
し
か
な
い
が
、
そ
の
生
活
環
境
の
厳
し
い
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
中
央
政
府
直
属
の
大
型
ダ
ム
で
あ
る
丹
江
ロ
ダ
ム
、
三
門
峡
ダ
ム
、
新
安
江
ダ
ム
、
東
平
湖
ダ
ム
な
ど
で

7
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は
多
く
の
返
遷
が
行
わ
れ
て
い
た
。
丹
江
ロ
ダ
ム
は
一
九
五
八
年
か
ら
六
四
年
ま
で
に
一
〇
万
人
を
立
ち
退
か
せ
た
が
、
そ
の
中
の

七
万
人
が
返
遷
し
た
。
三
門
峡
ダ
ム
は
計
画
で
は
立
ち
退
き
住
民
約
四
〇
万
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
に
は
最
終
的
に
六
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

人
を
超
え
た
。
一
九
五
六
年
立
ち
退
き
開
始
以
来
返
遷
が
絶
え
ず
、
立
ち
退
き
先
へ
の
強
制
送
還
と
返
遷
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
ダ
ム

所
在
地
の
陳
西
省
内
に
お
い
て
だ
け
で
も
千
人
単
位
で
一
七
回
も
返
遷
が
行
わ
れ
、
政
府
機
関
を
包
囲
し
、
四
〇
日
間
に
わ
た
っ
て

交
通
を
寸
断
さ
せ
た
。
山
東
省
に
あ
る
東
平
湖
ダ
ム
は
立
ち
退
き
住
民
約
二
八
万
人
、
遠
く
東
北
三
省
ま
で
立
ち
退
い
た
が
、
七
三

年
に
は
約
二
四
万
人
が
戻
っ
て
い
た
。
返
遷
は
、
こ
う
し
た
中
央
直
属
の
ダ
ム
に
お
い
て
だ
け
起
き
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ

と
も
低
位
の
数
字
を
と
っ
て
、
全
国
の
立
ち
退
き
住
民
の
中
で
約
五
二
万
人
が
返
遷
し
、
平
均
百
人
の
立
ち
退
き
に
五
人
が
戻
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

い
る
計
算
に
な
る
。
一
方
、
中
央
直
属
ダ
ム
の
立
ち
退
き
は
平
均
百
人
に
約
一
八
人
の
割
合
で
戻
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
返
遷
の
現
象
は
、
大
規
模
な
も
の
が
五
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代
半
ば
ま
で
続
い
た
。
八
一
年
に
丹
江
ロ
ダ
ム
に
お
い

て
、
約
八
千
人
の
大
規
模
な
返
遷
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
門
峡
ダ
ム
の
立
ち
退
き
住
民
は
八
五
年
五
月
に
西
安
市
の
目
抜
き

通
り
で
デ
モ
行
進
し
、
ダ
ム
地
域
の
三
〇
万
宙
の
土
地
に
駐
留
し
て
い
る
軍
と
国
営
農
場
の
撤
退
を
求
め
、
一
五
万
の
返
遷
住
民
を

住
ま
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。
彼
ら
は
七
日
間
に
わ
た
っ
て
陳
西
省
党
委
員
会
と
省
政
府
を
包
囲
し
、
交
通
を
寸
断
さ
せ
た
が
、
結

果
的
に
、
共
産
党
中
央
と
国
務
院
が
一
九
八
五
年
五
月
に
「
関
於
陳
西
省
三
門
峡
庫
区
移
民
安
置
問
題
的
会
議
紀
要
」
を
公
布
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

彼
ら
の
要
求
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
九
七
年
に
完
成
し
た
河
北
省
の
桃
林
ロ
ダ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
小
規
模
な
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

遷
は
、
い
ま
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
珍
し
い
反
抗
手
段
と
し
て
、
農
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
選
挙
へ
の

ボ
イ
コ
ッ
ト
で
あ
る
。
湖
南
省
で
、
一
九
九
五
年
に
立
ち
退
き
住
民
が
市
や
郷
の
共
産
党
と
政
府
の
選
挙
を
集
団
で
ボ
イ
コ
ッ
ト
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

た
事
態
が
発
生
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
立
ち
退
き
住
民
の
反
抗
は
、
地
方
政
府
と
関
係
部
門
に
と
っ
て
、
無
視
で
き
な
い
手
ご
わ
い
問
題
で
あ
っ
た
と
う
か
が

え
る
。
例
え
ば
、
陳
西
省
に
お
い
て
、
二
〇
〇
四
年
に
一
年
間
だ
け
で
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
が
三
度
に
わ
た
っ
て
上
級
政
府
へ
集
団

8



陳
情
を
行
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
省
政
府
が
「
水
庫
移
民
群
体
性
越
級
上
訪
応
急
預
案
」
を
公
布
し
、
集
団
陳
情
を
阻
止
し
よ
う

　
（
2
4
）

と
し
た
。
ま
た
、
湖
南
省
で
は
、
立
ち
退
き
住
民
へ
の
食
料
支
給
政
策
の
変
更
に
際
し
て
、
「
政
策
が
実
施
さ
れ
る
前
後
に
お
い
て
、

と
り
わ
け
立
ち
退
き
住
民
地
域
の
安
定
化
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
部
の
立
ち
退
き
住
民
が
騒
ぎ
を
起
こ
す
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
県
を
出
て
上
級
組
織
へ
の
陳
情
を
絶
対
許
さ
な
い
」
と
省
長
自
ら
が
指
示
し
て
い
る
。
河
南
省

に
お
い
て
も
、
一
九
六
〇
年
に
完
成
し
た
陸
渾
ダ
ム
は
現
在
に
至
っ
て
も
遺
留
問
題
が
解
決
さ
れ
て
お
ら
ず
、
立
ち
退
き
住
民
が
何

年
に
も
わ
た
っ
て
、
省
と
市
政
府
に
集
団
陳
情
し
、
返
遷
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
省
政
府
が
現
在
で
も
そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

四
　
「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
へ
の
対
応
と
「
後
期
支
援
政
策
」
の
導
入

中国における水力開発と利益再配分

　
1
　
「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
へ
の
対
応

　
こ
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
直
属
の
ダ
ム
を
中
心
に
遺
留
問
題
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
一
九
八
六
年
四
月
二
九
日
、
水
利
電
力
部
は

国
務
院
に
対
し
て
「
関
於
択
緊
処
理
水
庫
移
民
問
題
的
報
告
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
報
告
の
中
で
、
遺
留
問
題
を
次
の
よ
う
に
認
識

し
、
解
決
策
を
提
案
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
過
去
に
お
い
て
、
移
民
安
置
の
複
雑
性
に
つ
い
て
の
認
識
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、

補
償
基
準
は
低
く
、
優
遇
政
策
も
な
か
っ
た
。
そ
の
上
に
、
一
部
の
地
方
は
立
ち
退
き
資
金
を
流
用
し
、
立
ち
退
き
住
民
の
生
活
基

盤
を
し
っ
か
り
提
供
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
特
に
一
部
の
立
ち
退
き
住
民
は
い
ま
だ
に
衣
食
間
題

（
温
飽
問
題
）
が
完
全
に
解
決
し
て
お
ら
ず
、
一
部
の
地
域
で
不
安
定
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
水
利
電
力
建
設
事
業
の
発
展
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
」
。
「
立
ち
退
き
住
民
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
の
た
め
に
犠
牲
を
払
っ
て
お
り
、
そ
の
遺
留
問
題
の
解
決
に
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
電
費
か
ら
合
理
的
に
補
償
を
得
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
開
発
性
移
民
」
政
策
の
導
入
と
、
八
六
年
以

9
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前
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
の
遺
留
問
題
に
つ
い
て
「
主
管
す
る
者
が
責
任
を
も
つ
、
受
益
す
る
者
が
負
担
す
る
」
（
「
誰
主
管
誰
負
責
、

誰
受
益
誰
承
担
」
）
の
原
則
の
明
確
化
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
国
務
院
が
同
年
七
月
二
九
日
付
け
で
「
五
六
号
文
件
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
こ
の
報
告
を
公
布
し
、
関
係
部
門
と
各
地
方
政
府
に
対
し
て
遺
留
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
資
金
は
主
に

つ
ぎ
の
ル
ー
ト
か
ら
拠
出
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
ダ
ム
の
発
電
費
と
ダ
ム
の
そ
の
他
の
経
営
か
ら
得
ら
れ
た
収
入
か
ら
、
一
部
分
を

捻
出
し
「
ダ
ム
地
域
建
設
基
金
」
と
す
る
。
条
件
が
許
さ
れ
る
地
方
で
あ
れ
ば
、
国
務
院
が
公
布
し
た
「
水
利
工
程
水
費
核
訂
、
計

収
和
管
理
弁
法
」
（
「
水
利
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
水
費
の
審
査
・
徴
収
と
管
理
方
法
」
）
に
基
づ
い
て
、
水
費
の
外
に
「
ダ
ム
地
域
立
ち
退
き
住

民
扶
助
金
」
を
追
加
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
立
ち
退
き
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
資
金
を
ダ
ム
の
発
電
費
か
ら
徴
収
す
る
と
い
っ
た
方
策
は
八
○
年
代
に
入
っ
て
す
で
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
八
一
年
に
財
政
部
と
電
力
部
が
連
名
で
ダ
ム
発
電
費
か
ら
「
庫
区
維
持
基
金
」
を
徴
収
す
る
通
知
を
公
布
し

た
。
具
体
的
に
は
、
ダ
ム
の
発
電
量
一
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
一
厘
人
民
元
を
徴
収
し
て
、
ダ
ム
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
維

持
と
ダ
ム
立
ち
退
き
の
遺
留
問
題
に
使
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
八
五
年
、
中
央
財
経
領
導
委
員
会
が
専
門
会
議
を
開
き
、
中

央
直
属
ダ
ム
の
立
ち
退
き
問
題
に
専
用
で
き
る
資
金
の
調
達
方
法
を
決
定
し
た
。
つ
ま
り
、
中
央
直
属
の
ダ
ム
が
中
央
財
政
に
上
納

し
た
利
潤
の
中
か
ら
、
八
六
年
の
発
電
量
を
基
準
に
、
一
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
四
厘
人
民
元
を
徴
収
し
「
ダ
ム
地
域
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

基
金
」
を
設
立
す
る
と
い
う
も
の
で
、
毎
年
二
・
四
億
元
が
徴
収
可
能
な
計
算
に
な
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
一
月
に
も
中
央
直

属
の
八
七
個
の
ダ
ム
遺
留
問
題
に
つ
い
て
、
水
利
部
を
始
め
関
連
部
門
が
連
名
で
提
出
し
た
「
関
於
加
快
解
決
中
央
直
属
水
庫
移
民

遺
留
問
題
的
若
干
意
見
」
が
国
務
院
文
件
と
し
て
各
地
方
に
通
達
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
六

年
間
に
か
け
て
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
の
衣
食
問
題
を
解
決
し
、
立
ち
退
き
住
民
の
生
活
水
準
を
所
在
県
の
農
村
人
口
の
平
均
水
準
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

引
き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
た
。

　
こ
う
し
た
政
策
は
主
に
中
央
直
属
ダ
ム
の
遺
留
問
題
を
対
象
と
し
て
お
り
、
中
央
直
属
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
四
五
〇
万
人
の
う
ち

10



二
二
九
万
人
の
長
期
に
わ
た
る
水
、
電
力
、
交
通
、
住
宅
、
就
学
と
医
療
な
ど
の
遺
留
間
題
を
あ
る
程
度
緩
和
し
、
一
定
の
成
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

あ
げ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
「
受
益
者
負
担
」
原
則
の
下
で
は
、
中
央
直
属
以
外
の
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
各
レ
ベ
ル
の

地
方
政
府
が
自
ら
の
管
轄
す
る
ダ
ム
の
遺
留
問
題
を
各
自
で
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
中
央
直
属
と
各
レ
ベ
ル
の
地

方
政
府
所
属
の
違
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
補
償
の
基
準
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
同
じ
立
ち
退
き
住
民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

平
等
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
立
ち
退
き
住
民
の
間
で
不
満
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
一
連
の
政

策
は
ダ
ム
建
設
に
お
け
る
利
害
関
係
を
明
確
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
ム
の
発
電
費
か
ら
直
接
資
金
を
徴
収
し
立
ち
退
き
住
民
の
間
題

に
利
用
す
る
と
い
う
、
ダ
ム
の
遺
留
間
題
を
受
益
者
が
負
担
す
る
と
い
う
考
え
方
を
具
体
化
し
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
ダ
ム
遺
留
問

題
を
契
機
と
し
て
、
「
八
六
号
文
件
」
で
示
さ
れ
た
「
開
発
性
移
民
」
の
考
え
方
と
「
受
益
者
負
担
」
の
原
則
は
後
の
立
ち
退
き
に

関
す
る
政
策
の
根
幹
と
な
っ
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中国における水力開発と利益再配分

　
2
　
「
後
期
生
産
扶
持
政
策
」
の
導
入
の
必
要
性

　
い
ま
ひ
と
つ
、
ダ
ム
開
発
に
お
け
る
受
益
者
の
責
任
を
い
か
に
明
確
化
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
受
益
者
と
は
、

水
力
開
発
主
体
で
あ
る
事
業
主
法
人
と
、
発
電
や
洪
水
対
策
で
利
益
が
得
ら
れ
る
受
益
地
域
を
指
す
。
「
国
家
は
早
く
か
ら
受
益
者

負
担
の
原
則
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
立
ち
退
き
住
民
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
利
益
を
享
受
す
る
シ
ス
テ
ム
は
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
身
が
巨
大
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
ち
退
き
地
域
が
立
ち
遅
れ
て

い
る
状
況
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
立
ち
退
き
住
民
は
非
常
に
不
満
で
あ
る
」
と
水
利
部
の
実
地
調
査
報
告
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
発
電
や
洪
水
対
策
で
受
益
し
て
い
る
地
域
の
責
任
分
担
に
関
し
て
、
「
移
民
条
例
」
（
第
一
二
条
）
は
立
ち
退
き
住
民
を
当
地
で
安

置
し
き
れ
な
い
場
合
、
そ
の
ダ
ム
の
受
益
地
域
が
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
前
述
し
た
桃
林
ロ
ダ
ム
は
受
益

11
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地
域
へ
の
立
ち
退
き
を
行
っ
た
が
、
地
元
政
府
に
よ
る
立
ち
退
き
資
金
の
流
用
な
ど
で
、
実
際
に
は
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
が
守
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

れ
て
い
な
い
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
立
ち
退
き
安
置
地
域
の
提
供
と
と
も
に
、
立
ち
退
き
遺
留
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
、
受
益
地
域
も
資
金
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
も
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
い
か
に
し
て
上
流
と
下

流
、
ダ
ム
水
没
地
域
と
受
益
地
域
と
い
う
利
害
が
異
な
る
地
域
間
で
公
平
な
分
配
を
行
い
、
受
益
地
域
が
資
金
、
物
質
、
技
術
の
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

で
水
没
地
域
に
補
償
を
行
う
か
、
と
い
う
体
制
構
築
は
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
事
業
主
法
人
か
ら
の
利
益
分
与
に
つ
い
て
、
「
移
民
条
例
」
（
第
三
条
）
は
「
前
期
補
償
、
補
助
と
後
期
生
産
扶
持
の
方
法
を
採
用

す
る
」
、
同
時
に
第
二
〇
条
で
は
、
「
国
家
の
立
ち
退
き
住
民
へ
の
扶
持
期
間
を
五
年
か
ら
一
〇
年
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

し
た
「
後
期
生
産
扶
持
」
の
政
策
は
立
ち
退
き
住
民
へ
の
利
益
分
与
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
一
方
で
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

れ
を
導
入
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
主
に
二
つ
の
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
水
力
開
発
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
削
減
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
立
ち
退
き
住
民
へ
の
前
期
補
償
、
補
助
を
低
く
抑
え
、
プ
ー
ル
し
た
資
金
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
に
投
資
す
る
。

一
方
、
残
さ
れ
た
立
ち
退
き
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
後
期
生
産
扶
持
」
と
い
う
方
法
で
解
決
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
「
経
済
力
が
総
合
的
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ダ
ム
開
発
は
多
額
の
投
資
を
必
要
と
す
る
。
短
期
間
内
で
一
次
的
に

大
量
の
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
は
様
々
な
制
約
要
素
が
存
在
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
発
展
が
制
約
さ
れ
る
。
後
期
生
産
扶
持
と

前
期
補
償
、
補
助
が
結
合
し
た
立
ち
退
き
政
策
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
緩
和
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
い

ま
ひ
と
つ
の
要
因
は
、
低
い
水
準
の
前
期
補
償
と
補
助
で
は
立
ち
退
き
住
民
が
「
元
の
生
活
水
準
に
達
す
る
あ
る
い
は
超
え
る
」
と

い
う
目
標
を
達
成
で
き
ず
、
立
ち
退
い
た
後
に
も
経
済
的
な
支
援
が
必
要
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
「
後
期
生
産
扶
持
」
に
必
要
な
資
金
を
ど
こ
か
ら
拠
出
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
移
民
条
例
」

（
第
一
七
条
）
で
は
「
国
家
が
ダ
ム
地
域
建
設
基
金
を
設
立
し
、
大
中
型
水
利
水
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ダ
ム
地
域
の
維
持
と
立
ち
退

き
住
民
の
生
産
を
支
援
す
る
の
に
利
用
す
る
。
新
た
に
建
設
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ダ
ム
地
域
建
設
基
金
の
徴
収
、
管
理
と
利
用

12



方
法
に
つ
い
て
は
、
水
利
部
と
能
源
部
が
財
政
部
と
共
同
で
制
定
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
は
五
年
後
の
一
九

九
六
年
に
よ
う
や
く
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
、
「
後
期
生
産
扶
持
」
を
め
ぐ
る
資
金
の
拠
出
に
つ
い
て
、
関
係
部

門
間
の
軋
礫
や
対
立
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

中国における水力開発と利益再配分

　
3
　
「
後
期
生
産
扶
持
政
策
」
の
具
体
化
と
実
施
を
め
ぐ
る
攻
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

「
後
期
生
産
扶
持
政
策
」
の
具
体
化
と
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
終
始
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
移
民
条
例
」
（
第
一
七
条
）
の
規
定
を
受
け
て
、
（
一
九
九
一
年
）
二
月
、
能
源
部
総
合
計
画
司
が
た
だ
ち
に
水
庫
経
済
専
業
委
員
会

に
対
し
て
、
八
六
年
以
来
新
た
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
の
立
ち
退
き
安
置
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
と
研
究
を
委
託
し
、
ダ
ム
地
域
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

基
金
の
徴
収
と
管
理
方
法
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
う
よ
う
求
め
た
。
水
庫
経
済
専
業
委
員
会
が
七
つ
の
ダ
ム
で
実
地
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
八
六
年
以
来
着
工
し
た
ダ
ム
と
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
着
工
す
る
予
定
の
二
九
個

の
ダ
ム
に
つ
い
て
、
年
平
均
発
電
量
九
九
三
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
、
立
ち
退
き
住
民
が
七
二
万
人
に
達
す
る
と
い
う
前
提
で
、
立
ち

退
き
支
援
が
一
〇
年
間
の
計
算
か
ら
、
最
低
一
人
年
平
均
二
五
〇
元
の
後
期
扶
持
の
投
資
が
必
要
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

九
三
年
六
月
に
「
新
建
水
電
靖
庫
区
建
設
基
金
提
取
研
究
報
告
」
を
完
成
し
、
発
電
量
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
四
厘
の
基
金
を
統

一
的
に
徴
収
し
利
用
す
る
方
法
を
提
案
し
た
。
同
年
六
月
に
電
力
工
業
部
は
物
価
要
因
を
考
慮
し
、
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
間

は
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
四
・
五
厘
を
徴
収
し
、
そ
れ
を
発
電
コ
ス
ト
に
計
上
す
る
よ
う
に
と
、
国
務
院
に
対
し
て
提
案
し
た
。

　
し
か
し
、
九
四
年
八
月
に
な
っ
て
も
、
こ
の
庫
区
建
設
基
金
の
徴
収
に
関
す
る
具
体
策
は
登
場
し
な
い
。
そ
れ
を
受
け
て
、
水
庫

経
済
専
業
委
員
会
は
強
く
反
発
し
、
そ
の
主
任
委
員
で
あ
る
曽
念
が
同
年
二
月
一
六
日
に
当
時
の
李
鵬
総
理
に
対
し
て
、
委
員
会

の
報
告
を
同
封
し
て
手
紙
を
出
し
た
。
曽
念
は
手
紙
の
中
で
、
「
国
家
庫
区
建
設
基
金
」
が
実
現
で
き
な
い
こ
と
は
、
八
六
年
以
来

着
工
し
た
ダ
ム
の
何
十
万
も
の
立
ち
退
き
住
民
の
切
実
な
利
益
と
関
係
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
建
設
中
ま
た
は
新
し
く
建
設
さ
れ

13
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る
ダ
ム
の
立
ち
退
き
の
順
調
な
実
施
に
も
影
響
を
及
ぽ
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
国
家
の
立
ち
退
き
住
民
に
対
す
る
前
期
補
償
、
補
助
と

後
期
生
産
扶
持
の
方
針
が
徹
底
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
国
家
の
公
布
し
た
政
令
が
滞
り
な
く
通
達
さ
れ
る
か
ど
う

か
の
問
題
で
も
あ
る
、
と
し
た
上
で
、
国
務
院
指
導
者
が
こ
の
件
に
関
心
を
示
す
よ
う
に
求
め
た
。
李
鵬
総
理
は
二
一
月
二
五
日
に

曽
念
の
手
紙
に
「
水
利
、
電
力
と
財
政
部
門
共
同
で
適
切
か
つ
実
行
可
能
な
方
法
を
研
究
す
る
よ
う
に
、
国
家
計
画
委
員
会
が
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
を
と
る
よ
う
に
」
と
指
示
を
下
し
た
。
最
終
的
に
九
六
年
三
月
二
二
日
に
国
家
計
画
委
員
会
、
財
政
部
、
電
力
工
業
部
と

水
利
部
の
連
名
で
「
計
建
設
［
一
九
九
六
」
五
二
六
号
」
文
で
「
関
於
設
立
水
電
姑
和
水
庫
庫
区
後
期
扶
持
基
金
的
通
知
」
（
以
下
、

「
通
知
」
）
を
発
出
し
た
。
「
通
知
」
は
基
金
を
立
ち
退
き
住
民
の
生
産
活
動
と
遺
留
問
題
の
解
決
に
使
用
す
る
と
明
記
し
た
上
で
、

具
体
的
に
、
九
六
年
一
月
一
日
か
ら
、
八
六
年
以
降
に
着
工
し
た
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
後
期
扶
持
基
金
を
成
立
し
、
基

金
徴
収
基
準
は
立
ち
退
き
住
民
一
人
あ
た
り
年
二
五
〇
元
か
ら
四
〇
〇
元
ま
で
の
計
算
で
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
五
厘
を
超
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

な
い
程
度
で
徴
収
し
、
期
間
は
一
〇
年
と
す
る
、
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
家
の
権
威
性
を
持
ち
出
し
て
ま
で
「
後
期
生
産
扶
持
政
策
」
の
具
体
化
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
開
発
主
体
で
あ
る
事
業
主
法
人
が
こ
の
政
策
に
頑
な
に
抵
抗
し
て
い
た
。
実
際
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、

洪
水
対
策
や
灌
瀧
を
主
な
目
的
と
す
る
ダ
ム
は
発
電
量
が
少
な
い
た
め
に
、
資
金
調
達
が
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
し
て
政
策
の
も

つ
限
界
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
小
浪
底
ダ
ム
は
世
界
銀
行
の
融
資
を
受
け
た
た
め
、
そ
の
要
求
に
従
い
、
立
ち
退
き

住
民
の
人
権
を
重
視
し
た
と
い
う
立
ち
退
き
の
成
功
例
と
し
て
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
ダ
ム
は
発
電
が
主

な
目
的
で
は
な
い
た
め
、
「
後
期
生
産
扶
持
」
基
金
の
拠
出
が
困
難
で
、
「
第
一
期
の
立
ち
退
き
が
九
七
年
に
完
成
し
て
い
る
が
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

期
扶
持
基
金
が
不
足
し
未
だ
に
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
資
金
が
徹
底
し
て
徴
収
で
き
な
い
も
う
ひ

と
つ
の
重
要
な
原
因
は
、
黄
東
東
の
指
摘
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
立
ち
退
き
地
域
へ
の
後
期
扶
持
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
利
益
を
共
に
享
受
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ス
ト
を
公
平
に
分
担
す
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
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あ
る
。
国
家
ま
た
は
事
業
主
法
人
が
立
ち
退
き
住
民
に
一
方
的
に
優
遇
政
策
を
与
え
て
い
る
と
認
識
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

ち
退
き
住
民
が
享
受
す
べ
き
権
利
で
あ
る
」
。
後
期
生
産
扶
持
基
金
の
徴
収
が
徹
底
で
き
な
い
背
景
に
、
基
金
を
立
ち
退
き
住
民
へ

の
利
益
分
与
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
恵
み
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
存
在
し
、
徴
収
を
怠
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

中国における水力開発と利益再配分

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
新
た
な
政
策
の
模
索
と
課
題

　
1
　
法
整
備
の
必
要
性
と
抵
抗
1
「
移
民
条
例
」
の
改
定
を
め
ぐ
っ
て

　
（
1
）
　
「
移
民
条
例
」
改
定
の
必
要
性

　
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
の
問
題
は
政
治
、
社
会
、
経
済
、
文
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
関
係
す
る
法
規
も
多
く
存
在
し

て
い
る
。
基
本
と
な
る
法
規
は
「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
」
、
「
中
華
人
民
共
和
国
土
地
法
」
、
「
水
法
」
、
「
民
族
区
域
自
治
法
」
、
「
環

境
保
護
法
し
、
「
森
林
法
」
と
「
経
済
合
同
法
」
（
「
経
済
契
約
法
」
）
な
ど
で
あ
る
。
建
国
以
来
、
ダ
ム
建
設
に
伴
い
多
く
の
立
ち
退
き

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規
範
と
な
る
専
門
法
規
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
一
九
五
三
年
二
月
に
政
務
院
（
現
国
務
院
）
に
よ

っ
て
公
布
し
た
「
国
家
建
設
徴
用
土
地
弁
法
」
は
、
中
国
に
お
け
る
土
地
管
理
に
関
す
る
初
の
法
規
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
一
月

に
国
務
院
が
そ
れ
を
改
正
し
、
新
た
に
「
国
家
建
設
徴
用
土
地
暫
行
規
定
」
を
公
布
し
た
。
ダ
ム
立
ち
退
き
は
長
い
間
に
わ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

そ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
ダ
ム
立
ち
退
き
に
関
す
る
法
規
の
不
在
が
前
述
し
た
よ
う
な
ダ
ム
立
ち
退
き
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題

を
も
た
ら
し
た
。

　
ダ
ム
立
ち
退
き
に
関
す
る
専
用
法
規
で
あ
る
「
大
中
型
水
利
水
電
工
程
建
設
徴
地
補
償
和
移
民
安
置
条
例
」
が
よ
う
や
く
一
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

八
年
に
起
草
さ
れ
、
九
一
年
二
月
に
国
務
院
令
第
七
四
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
中
国
に
お
け
る
ダ
ム

15
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立
ち
退
き
に
関
す
る
最
初
の
専
門
法
規
で
あ
り
、
国
務
院
の
条
例
で
あ
る
た
め
、
法
律
と
は
異
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ダ
ム
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

ち
退
き
は
規
範
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
「
移
民
条
例
」
は
以
下
の
理
由
か
ら
改
定
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
、
社
会
主
義
計
画
経
済
体
制
の
下
で
制
定
さ
れ
た
「
移
民
条
例
」
が
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
は
国

家
の
み
に
よ
る
一
元
的
な
投
資
か
ら
国
有
企
業
で
あ
る
五
つ
の
電
力
集
団
、
地
方
政
府
、
世
界
銀
行
な
ど
の
国
際
金
融
機
関
か
ら
の

融
資
を
含
む
外
資
、
民
間
資
本
及
び
個
人
の
多
元
的
な
投
資
と
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
と
管
理
に
関
し
て
も
、
事
業
主
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

制
度
（
項
目
業
主
責
任
制
）
と
監
理
体
制
（
監
督
シ
ス
テ
ム
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
動
き
を
背
景
に
、
国
家
、
地

方
、
事
業
主
法
人
、
立
ち
退
き
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
権
利
を
新
た
に
調
整
し
、
「
移
民
条
例
」
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
第
二
に
、
「
移
民
条
例
」
は
「
中
華
人
民
共
和
国
土
地
法
」
と
組
み
合
わ
せ
て
ひ
と
セ
ッ
ト
（
配
套
）
に
な
っ
て
い
る

法
規
で
あ
る
た
め
、
九
九
年
一
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和
国
土
地
法
」
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
に
伴
う
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

退
き
へ
の
補
償
基
準
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
改
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三
、
立
ち
退
き
に
関
す
る

二
つ
の
重
要
な
法
規
で
あ
る
「
水
利
水
電
工
程
水
庫
滝
没
処
理
設
計
規
範
」
と
「
水
利
水
電
工
程
水
庫
滝
没
実
物
指
標
調
査
細
則
」

が
そ
れ
ぞ
れ
八
五
年
、
八
六
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
「
移
民
条
例
」
の
改
定
に
伴
っ
て
改
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
「
移
民
条
例
」
の
改
定
と
そ
れ
に
伴
う
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
政
策
の
調
整
が
「
中
華
人
民
共
和
国
土
地
法
」
の
規
定
に
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

い
つ
か
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
に
後
遺
症
を
残
す
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
国
家
電
力
公
司
副
総
経
理
周
大
兵
の
講
演
に
よ
れ
ば
、
「
移
民
条
例
」
の
改
定
案
に
つ
い
て
、
当
時
の
電
力
主
管
部
門
で
あ
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

家
経
済
貿
易
委
員
会
（
経
貿
委
）
が
九
九
年
の
始
め
に
、
水
庫
経
済
専
業
委
員
会
に
調
査
と
研
究
を
委
託
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二

〇
〇
一
年
六
月
に
書
か
れ
た
水
利
部
移
民
開
発
局
張
紹
山
の
文
章
に
お
い
て
、
「
現
在
提
出
し
た
「
移
民
条
例
」
（
意
見
稿
）
は
水
利

部
、
国
家
経
貿
委
の
合
同
審
査
を
経
て
、
国
家
関
係
部
門
と
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の
意
見
を
求
め
、
そ
の
後
に
国
務
院
に
批
准

　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

を
求
め
る
」
と
あ
る
。
こ
の
時
点
で
「
移
民
条
例
」
（
意
見
稿
）
が
す
で
に
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
し
か
し
、
今
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日
に
至
る
ま
で
、
新
た
に
改
定
さ
れ
た
「
移
民
条
例
」
は
登
場
し
て
い
な
い
（
「
校
正
時
の
追
記
」
を
参
照
）
。
改
定
中
の
「
移
民
条

例
」
は
上
述
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
滞
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
難
航
し
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
次
節
で
詳
し
く
論

じ
る
が
、
一
言
で
言
え
ば
、
新
し
い
「
移
民
条
例
」
に
お
い
て
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
が
高
く
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
事

業
主
法
人
を
始
め
関
係
部
門
が
反
発
し
、
抵
抗
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

中国における水力開発と利益再配分

　
（
2
）
　
「
移
民
条
例
」
改
定
難
航
の
背
景
と
意
見
対
立

　
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
の
張
紹
山
に
よ
る
と
、
新
し
い
「
移
民
条
例
」
の
指
針
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
、
適
切
に
立
ち
退

き
住
民
を
安
置
し
、
立
ち
退
き
住
民
の
生
産
と
生
活
レ
ベ
ル
が
ま
ず
元
の
水
準
に
達
し
、
後
に
元
の
水
準
を
超
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
（
「
使
移
民
的
生
産
生
活
水
平
首
先
込
到
進
而
超
迂
原
有
水
平
」
）
、
特
に
「
以
人
為
本
」
を
強
調
し
、
立
ち
退
き
住
民
の
合
法
な
権
益

を
確
実
に
保
護
す
る
。
第
二
に
、
立
ち
退
き
に
関
す
る
各
関
係
部
門
の
役
割
を
定
め
る
。
政
府
行
政
主
管
部
門
、
事
業
主
法
人
、
立

ち
退
き
住
民
と
そ
の
他
の
組
織
の
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
と
義
務
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
真
に
権
利
と
義
務
を
対
等
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で

（
5
0
）

あ
る
。
他
方
、
現
行
の
「
移
民
条
例
」
は
「
立
ち
退
き
地
域
と
移
民
安
置
地
域
は
国
家
全
体
の
利
益
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
、
立
ち
退
き
の
目
標
は
「
立
ち
退
き
住
民
の
生
活
が
徐
々
に
元
の
水
準
に
達
す
る
、
あ
る
い
は
元
の
水
準
を
超
え
る
」
（
「
逐
歩

使
移
民
生
活
込
到
或
者
超
進
原
有
水
平
」
）
と
定
め
て
い
る
。
二
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
新
し
い
「
移
民
条
例
」
は
か
な
り
踏
み
込

ん
で
、
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
守
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
守
る
こ
と
は
、
具
体

的
に
彼
ら
の
水
力
開
発
に
お
け
る
貢
献
を
認
め
、
そ
の
犠
牲
に
見
合
っ
た
補
償
を
あ
た
え
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
は
水
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

開
発
の
主
体
で
あ
る
事
業
主
法
人
に
対
し
て
も
、
一
定
の
責
任
を
持
た
せ
る
こ
と
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
「
移

民
条
例
」
の
改
定
が
難
航
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
を
め
ぐ
る
考
え
方
が
関
係
者
の
間
で
異

な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
具
体
的
に
、
（
1
）
国
家
利
益
と
個
人
利
益
を
い
か
に
捉
え
る
か
、
（
2
）
補
償
の
基
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準
を
い
か
に
設
定
す
る
か
、
（
3
）
受
益
者
は
い
か
に
立
ち
退
き
の
責
任
を
担
う
か
、
の
三
点
を
め
ぐ
っ
て
、

政
府
、
中
央
の
立
ち
退
き
の
担
当
部
門
と
学
者
の
考
え
方
の
違
い
と
利
害
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

事
業
主
法
人
、
地
方

　
①
国
家
利
益
と
個
人
利
益
の
関
係
に
つ
い
て

　
国
家
利
益
と
個
人
利
益
の
関
係
は
、
こ
こ
で
は
ダ
ム
開
発
の
投
資
者
と
立
ち
退
き
住
民
の
間
の
利
害
関
係
で
あ
る
。
ダ
ム
開
発
の

投
資
者
は
、
ダ
ム
建
設
の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
建
設
の
投
資
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
が
、
そ
の
コ
ス
ト
削
減
の
対
象
と
な
る
も
の

に
、
ダ
ム
水
没
地
域
へ
の
補
償
が
含
ま
れ
て
い
る
。
他
方
、
ダ
ム
水
没
地
域
の
立
ち
退
き
住
民
は
、
水
没
に
伴
う
損
失
を
補
填
す
る

た
め
に
、
必
然
的
に
よ
り
多
く
の
補
償
を
求
め
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
二
者
の
問
に
利
益
の
対
立
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
制

度
は
個
人
利
益
が
国
家
利
益
へ
の
服
従
を
強
調
し
、
両
者
が
衝
突
し
た
場
合
に
、
「
社
会
利
益
が
個
人
利
益
に
優
先
す
る
」
と
い
う

原
則
が
貫
か
れ
て
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
現
行
の
「
移
民
条
例
」
も
「
移
民
区
と
移
民
安
置
区
は
国
家
全
体
の
利
益
に
服
従
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
国
家
利
益
す
な
わ
ち
ダ
ム
開
発
の
投
資
者
の
利
益
が
、
個
人
す
な
わ
ち
立
ち
退
き
住
民
の
利
益
に
優

先
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
国
家
利
益
と
個
人
利
益
の
関
係
に
つ
い
て
、
事
業
主
法
人
、
立
ち
退
き
の
担

当
部
門
と
学
者
の
問
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
国
家
権
力
の
絶
対
性
の
是
非
と
個
人
権
益
の
捉
え
方
に
焦
点
を
当
て
、
意
見
の
違

い
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
国
家
権
力
の
絶
対
性
に
つ
い
て
、
ダ
ム
開
発
に
お
け
る
最
大
の
事
業
主
法
人
で
あ
る
三
峡
工
程
開
発
総
公
司
を
司
る
、
国
務
院
三

峡
工
程
建
設
委
員
会
の
王
慧
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
国
家
資
源
は
財
と
富
の
資
源
と
権
利
資
源
（
権
力
資
源
の
誤
り
か
1
筆

者
）
を
内
包
し
、
財
と
富
の
資
源
は
ダ
ム
建
設
の
投
資
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ダ
ム
立
ち
退
き
へ
の
補
償
を
増
大
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
同
時
に
権
利
資
源
（
権
力
資
源
の
誤
り
か
ー
筆
者
）
は
ダ
ム
建
設
の
活
動
に
関
わ
り
、
ダ
ム
立
ち
退
き
を
強
制
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

が
で
き
る
。
国
家
は
ダ
ム
建
設
の
投
資
主
体
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ダ
ム
立
ち
退
き
の
主
体
で
も
あ
る
」
と
。
こ
う
し
た
国
家
権
力
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の
絶
対
性
を
強
調
す
る
議
論
に
対
し
て
、
立
ち
退
き
の
担
当
部
門
と
学
者
は
異
な
る
意
見
を
持
っ
て
い
る
。
水
利
部
副
部
長
張
基
尭

は
、
全
国
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
工
作
会
議
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
ま
ず
水
利
と
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
巨
大
な
利
益
の
中
に
、
大
局
を
重
ん
じ
、
自
ら
の
利
益
を
犠
牲
に
し
た
（
「
舎
小
家
、
顧
大
局
」
）
立
ち
退
き
住
民
の
貢
献
を

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
張
氏
は
、
「
我
が
国
に
お
け
る
ダ
ム
の
立
ち

退
き
は
、
現
段
階
の
現
実
に
則
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
は
水
利
と
水
力
発
電
の
基
礎
施
設
の
建
設
を
加
速
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
国
家
が
一
括
し
て
多
く
の
資
金
を
拠
出
し
、
そ
れ
を
立
ち
退
き
住
民
に
与
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。

国
家
が
発
展
し
て
始
め
て
、
立
ち
退
き
住
民
も
多
く
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
が
充
分
に
保

障
さ
れ
て
こ
そ
、
国
家
の
建
設
が
彼
ら
の
理
解
と
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
利
益
と
個
人
利
益
は
相
互
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

か
つ
相
互
促
進
の
関
係
に
あ
る
」
と
、
国
家
利
益
と
個
人
利
益
の
兼
ね
合
い
を
重
視
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立

ち
退
き
担
当
部
門
の
議
論
は
、
ダ
ム
遺
留
間
題
を
多
く
残
し
た
背
景
に
、
国
家
利
益
を
過
分
に
強
調
し
、
個
人
利
益
が
蔑
ろ
に
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

て
き
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
反
省
が
う
か
が
え
る
。

　
学
者
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
黄
東
東
（
重
慶
三
峡
学
院
政
法
系
）
は
「
『
大
多
数
の
利
益
あ

る
い
は
公
共
利
益
の
た
め
に
』
と
い
う
原
則
は
一
貫
し
て
立
ち
退
き
の
合
理
性
と
合
法
性
を
説
明
し
て
き
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

こ
の
原
則
は
往
々
に
し
て
公
権
力
者
あ
る
い
は
強
力
集
団
に
よ
っ
て
濫
用
さ
れ
、
（
不
利
益
を
蒙
る
人
た
ち
が
）
損
失
に
耐
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈
と
化
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
コ
ス
ト
と
収
益
の
不
公
平
な
配
分
が
生
じ
、
あ
る
者
は
発
展
の
成
果
を
享
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

す
る
が
、
そ
の
他
の
者
は
発
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
高
す
ぎ
る
コ
ス
ト
と
苦
痛
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
黄
は
別
の
論
文
に
お
い
て
も
、
「
効
率
を
強
調
す
る
こ
と
と
ダ
ム
建
設
の
コ
ス
ト
を
最
大
限
に
押
さ
え
る
こ
と
は
、
個
人
利

益
（
立
ち
退
き
住
民
の
利
益
）
と
局
部
利
益
（
立
ち
退
き
地
域
の
利
益
）
を
犠
牲
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
ダ
ム
立
ち
退
き
住

民
と
地
域
に
と
っ
て
不
公
平
で
あ
る
」
。
ま
た
、
「
立
ち
退
き
が
多
く
発
生
す
る
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
利
潤
の
追
求
を
唯
一
の
目
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的
と
す
る
一
般
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
異
な
り
、
さ
ら
に
倫
理
や
道
徳
価
値
を
も
請
け
負
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
、
ダ
ム
開
発
主
体
の

　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

責
任
を
求
め
て
い
る
。

　
個
人
の
権
益
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
立
ち
退
き
住
民
へ
の
物
質
的
な
補
償
基
準
の
設
定
を
め
ぐ
る
問
題
と
、
立
ち
退
き
住
民
を

政
策
決
定
過
程
に
参
加
さ
せ
る
か
否
か
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
立
ち
退
き
住
民
の
利
益
を
保
障
す
る
手
段
と
し
て
、
彼
ら
自
身

が
立
ち
退
き
に
関
す
る
政
策
決
定
過
程
に
参
加
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
家
は
立
ち
退
き
の
主
体
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
立
ち
退
き
は
政
府
行
為
と
し
て
、
立
ち
退
き
住
民
を
そ
の
政
策
過
程
か
ら
拒
絶
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
、
王
慧
は
「
立
ち
退
き
住
民
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
が
占
有
す
る
情
報
は
異
な
っ
て
お
り
、
立
ち
退
き
に
対
し
て
の
希
望
も
異
な

っ
て
い
る
た
め
、
補
償
基
準
に
つ
い
て
の
認
識
に
も
大
き
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
平
等
な
立
場
で
協
議
す
る
条
件

が
備
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
「
政
府
の
権
威
を
バ
ッ
ク
に
、
協
議
（
前
文
の
議
論
か
ら
す
る
と
、
こ
の
「
協
議
」

と
い
う
言
葉
は
敷
衛
の
よ
う
に
思
え
る
が
1
筆
者
）
と
行
政
指
令
が
結
合
し
た
形
で
水
没
損
失
へ
の
補
償
を
決
定
す
る
」
と
述
べ
て

　
（
5
7
）

い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
が
立
ち
退
き
住
民
の
利
益
を
代
行
す
る
考
え
方
に
対
し
て
、
重
慶
市
政
治
協
商
会
議
と
重
慶
大
学
の
発
展

戦
略
課
題
グ
ル
ー
プ
は
立
ち
退
き
住
民
の
参
加
を
求
め
る
。
彼
ら
は
報
告
の
中
で
、
「
立
ち
退
き
地
域
の
人
民
が
利
益
主
体
で
あ
る

と
い
う
観
念
を
確
立
し
、
立
ち
退
き
は
政
府
行
為
で
あ
る
と
い
う
タ
ブ
ー
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
ま
た
、
「
郷
・
鎮
・
県

の
レ
ベ
ル
に
関
わ
る
具
体
的
な
政
策
の
策
定
に
、
立
ち
退
き
住
民
に
も
討
論
に
参
加
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
『
立
ち
退
き
は
政
府
行

為
で
あ
る
』
と
過
分
に
強
調
し
、
か
つ
そ
れ
を
タ
ブ
ー
と
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
有
害
無
益
で
あ
る
。
立
ち
退
き
を
、
政
府
と
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

退
き
地
域
の
共
同
行
為
で
あ
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
立
ち
退
き
住
民
が
政
策
過
程
に
参
加
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

は
法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
で
あ
る
と
論
じ
る
学
者
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
」
は
、
人
民
の

権
利
に
つ
い
て
、
「
中
華
人
民
共
和
国
の
一
切
の
権
力
は
人
民
に
属
し
て
お
り
、
…
…
人
民
は
法
律
に
依
拠
し
、
様
々
な
ル
ー
ト
と

方
法
を
通
し
て
、
国
家
の
経
済
建
設
に
関
わ
る
事
業
を
管
理
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
「
中
華
人
民
共
和
国
土
地
法
」
に
お

20
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い
て
も
、
「
土
地
を
徴
用
さ
れ
た
農
民
は
、
徴
用
の
過
程
と
政
策
に
つ
い
て
は
知
る
権
利
（
知
情
権
）
と
参
加
す
る
権
利
（
参
与
権
）

を
有
し
、
土
地
徴
用
政
策
の
公
開
を
求
め
、
農
村
集
団
経
済
組
織
に
対
し
て
土
地
徴
用
の
補
償
費
用
に
関
す
る
収
支
状
況
の
公
開
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
個
人
が
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
決
定
過
程
に
参
加
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て

い
る
と
強
調
す
る
。

　
他
方
、
立
ち
退
き
担
当
部
門
は
、
社
会
の
安
定
性
と
の
関
連
か
ら
立
ち
退
き
住
民
の
合
法
権
益
を
主
張
す
る
。
水
利
部
副
部
長
張

基
尭
が
「
安
定
は
一
切
を
圧
倒
す
る
大
き
な
仕
事
で
あ
る
。
立
ち
退
き
の
仕
事
は
あ
る
意
味
で
安
定
化
に
関
わ
る
仕
事
（
穏
定
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

作
）
で
も
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
長
唐
伝
利
を
筆
頭
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
に

お
い
て
、
「
い
か
に
切
実
に
立
ち
退
き
住
民
の
合
法
な
権
益
を
守
り
、
地
域
社
会
の
安
定
を
維
持
し
、
水
資
源
の
持
続
可
能
な
発
展

に
必
要
な
条
件
を
提
供
す
る
か
は
、
全
社
会
が
関
心
を
持
つ
べ
き
重
要
な
間
題
で
あ
る
」
。
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
に
は
、
補
償
権
、

居
住
権
、
発
展
権
、
知
る
権
利
、
参
加
す
る
権
利
、
監
督
権
、
再
教
育
権
と
上
訴
す
る
権
利
（
申
訴
権
）
を
内
包
し
て
い
る
と
強
調

（
61
）

し
た
。
さ
ら
に
、
「
ダ
ム
立
ち
退
き
の
問
題
は
共
産
党
と
政
府
の
威
信
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
」
と
み
る
担
当
部
門
の
関
係
者
も

（
62
）

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
家
利
益
と
個
人
利
益
の
関
係
に
つ
い
て
、
個
人
（
立
ち
退
き
住
民
）
の
権
益
主
張
は
合
法
的
で
あ
り
、
か
つ
保

護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
中
国
社
会
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
以
上
に
重
要
な

の
は
、
ダ
ム
建
設
へ
の
投
資
主
体
は
国
家
か
ら
事
業
主
法
人
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
投
資
機
関
に
な
っ
た
こ
と
で
、
法
的
、
制
度

的
に
優
位
に
た
つ
国
家
の
絶
対
性
と
い
う
も
の
は
、
事
業
主
法
人
の
よ
う
な
投
資
機
関
に
は
賦
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事

業
主
法
人
の
よ
う
な
利
益
集
団
は
、
個
人
（
立
ち
退
き
住
民
）
と
同
じ
ア
リ
ー
ナ
で
プ
レ
イ
す
る
ア
ク
タ
ー
で
し
か
な
い
と
い
う
こ

と
が
、
問
題
を
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
立
ち
退
き
の
責
任
を
い
か
に
決
め
る
か
、
ダ
ム
補
償
資
金
を
い
か
に
立
ち
退
き

に
利
用
す
る
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
を
担
当
す
る
事
業
主
法
人
と
立
ち
退
き
を
担
当
す
る
地
方
政
府
と
の
間
に
、
い
か
な
る
有
効
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な
抑
制
と
協
力
体
制
を
確
立
す
る
か
、
現
代
的
な
企
業
制
度
の
確
立
と
と
も
に
、
ダ
ム
補
償
に
関
す
る
投
資
を
い
か
に
確
定
す
べ
き

か
、
な
ど
、
開
発
部
門
が
新
し
い
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　
開
発
部
門
の
役
割
に
つ
い
て
、
国
家
電
力
公
司
副
総
経
理
の
周
大
兵
は
、
「
社
会
主
義
市
場
経
済
の
下
、
事
業
主
法
人
は
ダ
ム
立

ち
退
き
の
管
理
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
『
事
業
主
参
加
制
』
（
業
主
参
与
制
）
を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
業
主
法
人
制
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
ダ
ム
立
ち
退
き
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
構
成
部
分
で

あ
る
た
め
、
当
然
立
ち
退
き
に
対
し
て
も
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
事
業
主
法
人
の
積
極
的
な
関

　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

わ
り
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ダ
ム
開
発
に
お
け
る
立
ち
退
き
の
コ
ス
ト
が
全
投
資
額
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
占
め
て
い
る

現
状
か
ら
考
え
る
と
、
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
に
当
て
る
資
金
拠
出
は
、
事
業
主
法
人
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
が
「
移
民
条
例
」
改
定
が
難
航
す
る
背
景
に
あ
る
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
開
発
部
門
の
利
益
と
立
ち
退
き
住
民
の
利
益

の
問
に
、
い
か
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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②
補
償
の
基
準
を
め
ぐ
る
攻
防

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
を
契
機
に
公
布
さ
れ
た
「
八
六
号
文
件
」
は
「
開
発
性
移
民
」
の
方
針
を
導
入
し
た
。

「
移
民
条
例
」
（
第
四
条
）
に
お
い
て
も
「
国
家
は
開
発
性
移
民
を
提
唱
、
支
持
す
る
」
と
定
め
、
立
ち
退
き
に
お
け
る
理
論
的
、
法

的
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
現
行
の
「
移
民
条
例
」
に
お
い
て
、
補
償
の
目
標
は
「
立
ち
退
き
住
民
の
生
活
が
徐
々
に
元

の
水
準
に
達
す
る
、
あ
る
い
は
元
の
水
準
を
超
え
る
」
と
定
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
、
「
立
ち
退
き
住
民
の
生
産
と
生
活
レ
ベ
ル
が

ま
ず
元
の
水
準
に
達
し
、
後
に
元
の
水
準
を
超
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
と
改
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
二
つ

の
点
で
後
者
は
前
者
よ
り
踏
み
込
ん
で
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
保
護
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ひ
と
つ
は
立
ち
退
き
住
民
の
生
活
水

準
の
み
な
ら
ず
、
生
産
レ
ベ
ル
の
向
上
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
前
者
が
元
の
生
活
水
準
に
達
す
る
あ
る
い
は
超
え
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る
と
い
う
、
実
行
者
に
選
択
の
余
地
を
残
し
て
い
る
が
、
後
者
が
立
ち
退
い
た
先
で
は
生
活
の
み
な
ら
ず
、
生
産
水
準
も
元
の
水
準

を
超
え
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
額
が
か
な
り
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
一
方
、
現
行
の
「
移
民
条
例
」
（
第
一
六
条
）
は
都
市
（
城
鎮
）
と
企
業
や
政
府
機
関
の
立
ち
退
き
に
つ
い
て
、

元
の
規
模
と
基
準
で
建
設
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
投
資
は
、
ダ
ム
建
設
の
予
算
か
ら
拠
出
す
る
。
同
時
に
、
建
設
規
模
を
拡
大
し

か
つ
基
準
を
高
く
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
増
加
し
た
投
資
は
地
方
政
府
が
自
ら
解
決
す
る
、
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
立

ち
退
き
住
民
の
生
活
や
生
産
活
動
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し
て
は
、
具
体
的
な
規
定
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
立
ち
退
き
住
民

へ
の
補
償
基
準
を
め
ぐ
っ
て
、
立
ち
退
き
住
民
の
水
没
に
よ
る
損
失
だ
け
に
対
し
て
補
償
を
行
う
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
に
加
え
て

立
ち
退
き
住
民
が
新
し
い
環
境
下
で
生
活
と
生
産
活
動
を
ま
っ
と
う
し
て
い
け
る
よ
う
に
充
分
な
補
償
を
与
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

対
立
が
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
の
対
立
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
補
償
」
と
「
発
展
」
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
と
言
え
る
。
補
償
を
中
心
と
し
た
従
来
の
立
ち
退
き

の
方
針
は
、
立
ち
退
き
住
民
の
基
本
的
な
生
存
問
題
の
み
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
重
点
は
立
ち
退
き
住
民
が
予
定
通
り
に
立
ち
退
く

こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
立
ち
退
き
地
域
の
発
展
と
立
ち
退
き
後
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
を
も
た
な
い
。
他
方
、

「
開
発
性
移
民
」
方
針
は
、
「
す
な
わ
ち
立
ち
退
き
地
域
と
住
民
が
水
没
に
よ
る
補
償
を
発
展
の
契
機
と
し
、
生
活
と
生
産
活
動
の
回

復
と
地
域
開
発
を
行
う
の
に
助
け
る
も
の
で
あ
り
、
補
償
の
中
に
発
展
の
要
素
を
内
包
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
黄
東
東
が
強

　
（
64）

調
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
立
ち
退
き
地
域
の
発
展
に
関
わ
る
投
資
は
そ
の
地
方
の
責
任
で
は
な
く
、
補
償
の
一
環
と
し
て
ダ
ム
建

設
側
か
ら
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
三
峡
ダ
ム
を
始
め
長
江
流
域
の
開
発
や
ダ
ム
立
ち
退
き
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
行
う
長
江
流
域
規
劃
弁
公

室
の
傅
秀
堂
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
傅
は
、
「
『
開
発
性
移
民
』
は
経
済
発
展
と
結
合
し
て
い
る
た
め
、
ど
の
部
分
が
立
ち
退
き

の
補
償
費
用
に
属
す
る
か
、
ど
れ
が
発
展
の
費
用
に
属
す
る
か
を
注
意
し
て
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
発
展
の
部
分
を
立
ち
退
き
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（
6
5
）

の
帳
面
に
載
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
傅
は
他
の
論
文
に
お
い
て
も
、
「
立
ち
退
き
安
置
の
費
用
は
水
没
す
る
物

質
へ
の
補
償
か
ら
算
出
し
て
お
り
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
改
善
と
発
展
の
費
用
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
補
償
が
発
展
を
代
替
す
る

　
　
　
　
　
（
6
6
）

こ
と
は
で
き
な
い
」
。
「
立
ち
退
き
の
投
資
（
規
劃
投
資
）
は
補
償
投
資
と
発
展
投
資
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
補
償
投
資
は
立
ち
退

き
主
管
部
門
か
ら
提
供
し
、
発
展
投
資
は
そ
の
所
属
機
関
、
地
方
政
府
と
部
門
、
ま
た
は
個
人
が
担
う
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て

（
6
7
）

い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
傅
は
「
地
方
は
地
域
の
経
済
発
展
の
た
め
に
立
ち
退
き
を
や
ら
な
く
と
も
各
部
門
が
投
資
す
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

か
ら
」
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
開
発
性
移
民
」
方
針
の
目
指
す
目
標
の
達
成
に
は
大
量
の
投
資
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ

を
立
ち
退
き
費
用
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
す
べ
き
こ
と
で
も
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　
あ
る
意
味
で
、
こ
の
両
者
の
議
論
は
そ
れ
ぞ
れ
地
方
政
府
と
事
業
主
法
人
の
立
場
を
代
弁
し
て
い
る
と
い
え
る
。
立
ち
退
き
の
補

償
を
通
し
て
地
域
経
済
の
発
展
を
図
る
地
方
政
府
が
あ
る
一
方
で
、
ダ
ム
の
投
資
額
を
低
く
押
さ
え
た
い
と
考
え
る
ダ
ム
開
発
側
の

事
業
主
法
人
が
あ
る
。
同
時
に
、
こ
う
し
た
対
立
的
な
関
係
に
あ
る
地
方
政
府
と
事
業
主
法
人
は
互
い
に
利
用
し
あ
う
相
手
で
も
あ

る
。　
ダ
ム
立
ち
退
き
は
前
期
準
備
段
階
を
経
て
、
実
施
段
階
に
入
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
主
体
で
あ
る
事
業
主
法
人
ま
た
は
そ

の
主
管
部
門
が
、
省
レ
ベ
ル
の
地
方
政
府
と
立
ち
退
き
に
関
す
る
請
負
契
約
書
（
あ
る
い
は
立
ち
退
き
安
置
投
資
引
き
受
け
（
包
幹
）

協
議
書
）
を
交
わ
し
、
そ
の
後
、
省
レ
ベ
ル
が
市
レ
ベ
ル
と
、
市
レ
ベ
ル
と
県
レ
ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル
と
郷
レ
ベ
ル
、
郷
レ
ベ
ル
と
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

レ
ベ
ル
と
、
行
政
単
位
の
レ
ベ
ル
ご
と
に
請
負
契
約
が
結
ば
れ
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
は
契
約
を
結
び
、

事
業
主
法
人
が
地
方
政
府
に
立
ち
退
き
に
必
要
な
資
金
を
提
供
し
、
立
ち
退
き
の
責
任
を
肩
代
わ
り
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
仕
組
み
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
立
ち
退
き
に
お
け
る
地
方
の
役
割
が
極
め
て
大
き
く
、
事
業
主
法
人
と
地
方
政
府
の
関
係
は
持

ち
つ
も
た
れ
つ
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
地
方
政
府
に
と
っ
て
、
立
ち
退
き
に
か
か
わ
る
補
償
の
他
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
当
地

に
建
設
さ
れ
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
発
電
収
益
か
ら
の
税
収
を
期
待
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
地
方
政
府
に
と
っ
て
大
き
な
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利
益
と
な
る
。
同
時
に
、
事
業
主
法
人
に
と
っ
て
、
立
ち
退
き
に
つ
い
て
の
地
方
政
府
の
同
意
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
立
案
と
実
行
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
「
前
期
準
備
段
階
に
お
い
て
、
地
方
政
府
と
事
業
主
法
人
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
案
あ
る
い
は
早
く
着
工
さ
せ
た
い
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
使
っ
て
あ
た
か
も
立
ち
退
き
が
な
に
も
問
題
は
な
い
よ
う
に
見

せ
か
け
る
（
「
淡
化
」
）
。
地
方
政
府
も
十
分
に
検
討
を
加
え
な
い
で
、
一
旦
工
事
が
着
工
し
、
立
ち
退
き
へ
の
投
資
が
不
足
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

と
が
分
か
る
と
、
新
た
な
補
償
費
用
の
増
加
を
求
め
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
「
移
民
条
例
」
（
第
一
〇
条
）
に
お
い
て
初
め
て
立
ち
退
き
安
置
計
画
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
ダ

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
期
準
備
段
階
に
お
い
て
、
立
ち
退
き
安
置
計
画
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
計
報
告
の

審
査
、
徴
地
の
手
続
き
、
着
工
は
で
き
な
い
と
、
管
理
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
三
者
が
介
在
し
て
い
な
い
と
い
う
制
度

上
の
不
備
は
、
地
方
政
府
と
事
業
主
法
人
の
癒
着
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
立
ち
退
き
へ
の
補
償
資
金
を
手
に
し
た
地
方
政
府
に
お
い
て
、
そ
れ
を
立
ち
退
き
と
関
係
の
な
い
地
域
発
展
に
流
用
す
る

こ
と
や
、
担
当
幹
部
に
よ
る
立
ち
退
き
資
金
の
横
領
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
お
け
る
立
ち
退
き
の
管
理
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
補
償
資
金
が
レ
ベ
ル
ご
と
に
下
り
て
い
く
過
程
で
、
減
ら
さ
れ
て
い
き
、
最
終
的
に
僅
か
し
か
立
ち
退

き
住
民
の
手
に
残
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
管
理
体
制
の
不
備
に
伴
う
問
題
が
立
ち
退
き
住
民
の
利
益
を
損

　
　
　
（
7
2
）

な
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
中
央
政
府
は
「
補
償
」
と
「
発
展
」
に
つ
い
て
ど
う
み
て
い
る
か
。
張
基
尭
は
、
こ
の
両
者
の
関
係
が
立
ち
退
き
に
お
け

る
重
要
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
立
ち
退
き
は
「
立
ち
退
か
せ
ら
れ
る
、
立
ち
退
き
先
で
住
み
続
け
ら
れ
る
、
発
展

で
き
る
、
徐
々
に
豊
か
に
な
れ
る
」
（
「
搬
得
出
、
穏
得
住
、
能
発
展
、
逐
歩
能
致
富
」
）
と
い
う
原
則
を
貫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

調
す
る
。
「
立
ち
退
き
は
ま
ず
立
ち
退
い
た
す
ぐ
後
の
生
活
問
題
、
と
く
に
衣
食
住
、
交
通
、
電
力
、
水
源
、
就
学
な
ど
の
生
活
に

関
わ
る
基
礎
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
問
題
を
し
っ
か
り
解
決
す
る
こ
と
。
し
か
し
、
生
活
が
安
定
で
き
た
だ
け
で
は
ま
だ
足
り
ず
、
生
産
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の
発
展
こ
そ
立
ち
退
き
住
民
が
住
み
続
け
ら
れ
る
カ
ギ
で
あ
る
。
各
レ
ベ
ル
の
立
ち
退
き
部
門
と
受
け
入
れ
地
域
は
立
ち
退
き
資
金

を
し
っ
か
り
管
理
し
、
公
共
施
設
の
基
準
や
規
模
を
圧
縮
し
、
立
ち
退
き
住
民
に
技
術
教
育
の
機
会
を
与
え
、
生
産
と
発
展
に
有
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

な
環
境
を
提
供
す
る
よ
う
」
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
は
立
ち
退
き
に
関
す
る
補
償
の
内
、
「
発
展
」
の
要
素
が
含

ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
地
方
政
府
に
対
し
て
そ
れ
を
立
ち
退
き
だ
け
に
利
用
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
2
　
多
元
的
な
管
理
体
制
の
弊
害
と
＝
兀
化
の
方
向
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
74
）

　
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
の
調
査
報
告
は
、
多
元
的
な
管
理
体
制
の
弊
害
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
我
が
国
に

お
け
る
立
ち
退
き
は
、
一
貫
し
て
多
様
な
部
門
に
よ
る
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
中
央
レ
ベ
ル
に
お
い
て
統
一
し
た
立
ち
退
き
の
管
理

機
構
は
な
く
、
地
方
政
府
に
至
っ
て
は
多
様
多
種
な
機
構
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
有
効
な
監
督
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
地
方
政
府
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
の
事
業
主
法
人
に
よ
る
立
ち
退
き
住
民
の
搾
取
（
移
民
合
法
権
益
的
盈
剥
）
が
も
た
ら
さ
れ

た
。
こ
れ
こ
そ
、
立
ち
退
き
住
民
の
合
法
的
な
権
益
が
侵
害
さ
れ
る
重
要
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」
と
。

　
水
資
源
に
関
わ
る
開
発
に
つ
い
て
、
洪
水
対
策
や
灌
概
が
中
心
の
水
利
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
水
利
の
主
管
部
門
水
利
部
が
担
当
し
、

発
電
所
建
設
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
水
力
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
電
力
工
業
部
と
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
後
の
事
業
主
法
人
が
担

当
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
水
利
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
立
ち
退
き
は
、
水
利
部
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
三
〇
人
編
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

の
「
水
庫
移
民
開
発
局
」
が
担
当
し
、
立
ち
退
き
問
題
に
関
す
る
実
地
調
査
な
ど
様
々
な
活
動
や
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
水
利
部
水

庫
移
民
開
発
局
の
主
た
る
役
割
は
、
一
九
八
五
年
以
前
に
完
成
し
た
ダ
ム
の
立
ち
退
き
遺
留
問
題
の
処
理
か
つ
そ
の
基
金
管
理
に
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

任
を
も
ち
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
水
利
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
立
ち
退
き
を
主
管
す
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
「
水
庫
移
民
開

発
局
」
は
現
在
で
も
稼
動
し
て
い
る
が
、
一
方
の
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
立
ち
退
き
の
管
理
機
構
は
国
務
院
機
構
改
革

に
伴
い
変
遷
を
繰
り
返
し
た
。
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水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
立
ち
退
き
の
管
理
機
構
は
、
一
九
九
四
年
八
月
に
元
電
力
工
業
部
が
「
移
民
条
例
」
の
政
策

を
実
施
す
る
た
め
に
設
置
し
た
「
電
力
工
業
部
水
電
工
程
移
民
工
作
領
導
小
組
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
下
に
実
務
を
担
当
す
る
一
〇
人

編
制
の
「
水
電
工
程
移
民
弁
公
室
」
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
主
た
る
職
責
は
、
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
立
ち
退
き
の
政

策
、
法
規
、
規
範
の
策
定
、
一
九
八
五
年
以
前
に
完
成
し
た
ダ
ム
の
遺
留
問
題
の
処
理
と
基
金
管
理
に
関
与
す
る
こ
と
、
ま
た
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

九
八
五
年
以
降
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
退
き
の
責
任
を
負
う
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
国
務
院

機
構
改
革
に
伴
い
、
一
九
九
八
年
に
電
力
工
業
部
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
機
構
は
国
家
経
済
貿
易
委
員
会
電
力
司
に
統
合
さ
れ

た
。
電
力
司
内
の
規
劃
投
資
処
が
、
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
移
民
工
作
と
総
合
利
用
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
の
協
調
と
指
導
を

行
う
と
な
っ
て
お
り
、
水
力
開
発
に
関
わ
る
立
ち
退
き
を
主
管
す
る
機
構
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
電
力
司
自
体
が
一
六
人
編
制
で
、

規
劃
投
資
処
を
含
め
四
つ
の
処
室
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
立
ち
退
き
に
関
わ
る
担
当
者
は
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

（
7
8
）

あ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
の
国
務
院
機
構
改
革
に
伴
い
、
国
家
経
済
貿
易
委
員
会
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
電
力
司
が
国
家
発

展
改
革
委
員
会
内
の
能
源
局
に
統
合
さ
れ
た
。
能
源
局
は
四
〇
人
編
制
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
石
油
、
電
力
、
石
炭
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
主
管
部
門
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
能
源
局
は
こ
の
人
数
で
は
、
立
ち
退
き
に
か
か
わ
る
能
力
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
同
時
に
、
電
力
部
門
に
関
連
す
る
機
構
で
あ
る
国
家
電
力
監
管
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委

員
会
は
約
七
〇
人
編
制
で
、
国
務
院
の
部
（
日
本
の
省
に
あ
た
る
）
レ
ベ
ル
の
格
付
け
で
あ
る
が
、
電
力
開
発
に
関
わ
る
立
ち
退
き

の
問
題
の
処
理
を
職
責
と
し
て
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
電
力
部
門
か
ら
独
立
し
た
国
有
企
業
で
あ
る
五
つ
の
電
力
集
団
は
、
全
国
発
電
シ
ェ
ア
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

水
力
開
発
の
主
力
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
部
組
織
に
お
い
て
も
、
立
ち
退
き
に
関
す
る
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
実
際
の

と
こ
ろ
、
他
の
事
業
主
法
人
も
含
め
、
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
立
ち
退
き
に
関
連
し
た
機
構
を
立
ち
上
げ
対
応
し
て
い
る
も
の

　
　
　
　
（
8
0
）

と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
論
で
利
用
し
た
年
鑑
な
ど
で
は
、
大
型
ダ
ム
開
発
に
伴
う
立
ち
退
き
の
状
況
を
ま
と
め
た
執
筆
者
の
多
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く
が
「
水
電
水
利
規
劃
設
計
総
院
」
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
法
人
が
立
ち
退
き
に
関
す
る
調
査
、
設
計
を
「
水
電
水

利
規
劃
設
計
総
院
」
に
依
頼
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
「
水
電
水
利
規
劃
設
計
総
院
」
は
、
一
九
七
五
年
に
成

立
し
た
電
力
部
門
の
ダ
ム
予
定
地
の
勘
測
や
ダ
ム
の
設
計
を
担
う
機
関
で
あ
る
が
、
国
務
院
機
構
改
革
に
伴
い
、
政
府
部
門
か
ら
切

り
離
さ
れ
、
一
九
九
八
年
か
ら
「
中
国
電
力
工
程
顧
問
有
限
公
司
」
と
し
て
再
出
発
し
た
。
立
ち
退
き
の
問
題
を
含
め
、
電
力
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
様
々
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
資
格
を
有
し
、
中
央
政
府
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
審
査
と
決
定
の
根
拠
を
提
供
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
81
）

る
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
を
含
む
七
つ
の
水
利
部
管
轄
の
流
域
機
構
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
域
に

お
け
る
立
ち
退
き
に
つ
い
て
の
研
究
と
提
案
を
行
う
。

　
他
方
、
中
央
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
「
三
峡
工
程
移
民
開
発
局
」
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
三
峡
ダ
ム
に
関
わ
る
百
万
人
を
超

え
る
立
ち
退
き
の
み
を
管
轄
す
る
組
織
で
あ
る
。
そ
の
前
身
は
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
か
ら
三
峡
ダ
ム
の
立
ち
退
き
を
実
験
的
に
行

っ
て
き
た
担
当
組
織
で
あ
る
国
務
院
三
峡
地
区
経
済
開
発
弁
公
室
で
あ
る
が
、
一
九
九
三
年
に
国
務
院
三
峡
工
程
建
設
委
員
会
が
設

立
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
再
編
さ
れ
た
。
国
務
院
三
峡
工
程
建
設
委
員
会
の
ト
ッ
プ
は
、
李
鵬
を
始
め
歴
代
国
務
院
総
理
が
兼
任
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
が
国
務
院
各
部
の
部
長
ク
ラ
ス
と
立
ち
退
き
に
関
連
す
る
地
方
政
府
の
ト
ッ
プ
か
ら
成
り
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
82
）

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
力
な
影
響
力
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
に
李
鵬
が
主
導
す
る
も
と
で
、
四
川
省
内
の
重
慶
市

を
中
国
四
番
目
の
直
轄
市
に
格
上
げ
し
、
多
く
の
利
益
を
与
え
た
。
そ
の
見
返
り
に
、
三
峡
ダ
ム
立
ち
退
き
地
域
が
重
慶
直
轄
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

区
画
内
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
立
ち
退
き
の
重
責
を
重
慶
市
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
峡
ダ
ム
は
全
国
人
民
代
表
大
会
で
決

定
さ
れ
、
か
つ
中
国
の
国
威
を
か
け
て
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
峡
ダ
ム
に
関
わ
る
立

ち
退
き
に
つ
い
て
は
組
織
的
に
も
、
法
的
に
も
差
別
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
も
他
の
ダ
ム
よ
り
優

遇
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
に
、
三
峡
工
程
建
設
委
員
会
の
ト
ッ
プ
が
当
時
の
国
務
院
総
理
朱
鋳
基
に
変
わ
っ
た
こ
と

で
、
李
鵬
の
も
と
で
行
わ
れ
て
き
た
「
就
地
後
葬
」
（
後
背
地
へ
の
移
転
）
の
立
ち
退
き
政
策
が
転
換
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
後
背
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地
へ
の
移
転
は
、
大
規
模
な
地
滑
り
な
ど
を
引
き
起
こ
し
環
境
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
立
ち
退
き
住
民
を
他
の

省
や
地
域
に
移
住
さ
せ
る
政
策
に
転
換
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
政
策
転
換
が
可
能
で
あ
っ
た
背
景
に
、
三
峡
ダ
ム

の
立
ち
退
き
に
お
け
る
一
元
的
な
管
理
体
制
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
中
央
政
府
に
よ
る
三
峡
ダ
ム
立
ち
退
き
へ
の
直
接
管
理
と
特
別
視
は
、
他
の
ダ
ム
立
ち
退
き
関
係
者
か
ら
羨
望
の
眼
差
し
を
集
め

て
い
る
。
例
え
ば
、
現
在
二
二
個
の
ダ
ム
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
怒
江
の
所
在
す
る
雲
南
省
の
幹
部
は
、
怒
江
の
ダ
ム
建
設
も
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
84
）

峡
ダ
ム
の
よ
う
に
全
国
人
民
代
表
大
会
で
決
定
し
、
立
ち
退
き
へ
の
補
償
額
も
そ
れ
同
等
の
も
の
を
目
指
す
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
南
水
北
調
」
と
い
う
長
江
流
域
か
ら
黄
河
流
域
に
引
水
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
退
き
の
一
部
も
、
そ
の
補
償
額
が
三
峡
ダ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

立
ち
退
き
の
補
償
基
準
よ
り
高
い
も
の
を
求
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
前
述
し
た
約
二
千
万
人
の
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
に
対
し
て
、
中
央
レ
ベ
ル
で
は
統
一
し
た
管
理
機
構
は
な
く
、
僅

か
な
人
員
で
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
、
「
立
ち
退
き
は
地
方
政
府
が
責
任
を
も
つ
」
と
す

る
立
ち
退
き
の
方
針
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ダ
ム
開
発
側
の
事
業
主
法
人
が
、
地
方
政
府
に

対
し
て
立
ち
退
き
に
必
要
な
資
金
を
提
供
し
、
立
ち
退
き
の
責
任
を
肩
代
わ
り
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
立
ち
退
き
に
お
け
る
地
方
政
府
の
役
割
が
大
き
い
。
一
九
九
七
年
現
在
、
全
国
二
一
の
省
と
自
治
区
で
省
レ

ベ
ル
の
立
ち
退
き
管
理
機
構
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
レ
ベ
ル
が
立
ち
退
き
を
直
接
担
当
す
る
こ
と
か
ら
、
立
ち
退
き
が
あ
る

県
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
立
ち
退
き
管
理
機
構
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
方
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ダ
ム
立
ち
退
き
の
管
理
人
員
が
三
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

人
を
超
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
政
府
に
お
け
る
立
ち
退
き
管
理
機
構
は
、
所
属
、
権
限
、
管
轄
範
囲
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
多
種
多
様
な
管
理
方
式
で
あ
る
こ
と
は
図
表
2
（
後
掲
）
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
に
お
け
る
統
一
し
た
管
理
機
構
の
不
在
と
地
方
政
府
に
お
け
る
多
種
多
様
な
管
理
機
構
に
よ
る
弊
害
に

つ
い
て
、
主
に
以
下
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
保
護
す
る
「
移
民
条
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例
」
の
改
定
が
進
ま
な
い
な
か
、
地
方
政
府
が
各
自
の
立
ち
退
き
政
策
や
実
施
方
法
に
基
づ
い
て
立
ち
退
き
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

同
じ
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ダ
ム
の
管
轄
機
構
が
異
な
る
だ
け
で
受
け
ら
れ
る
補
償
が
異
な
る
現
象
が
起
こ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
88
）

そ
れ
に
対
し
て
、
立
ち
退
き
住
民
間
で
不
満
が
募
り
、
社
会
の
潜
在
的
な
不
安
定
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ダ
ム
遺
留
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
一
九
八
五
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
の
貧
困
化
の
問
題
が
十
分
に
解
決
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
方
、
新
し
く
建
設
さ
れ
る
ダ
ム
の
立
ち
退
き
に
対
し
て
補
償
条
件
が
徐
々
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
旧
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
間
で
格
差
が
生
ま
れ
、
旧
立
ち
退
き
住
民
の
不
満
が
募
っ
て
い
る
と
し
て
、
ダ
ム
地
域
と
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

の
安
定
化
が
挑
戦
を
受
け
て
い
る
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、
水
力
資

源
の
開
発
率
が
ま
だ
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
水
力
資
源
の
開
発
は
大
規
模
に
行
わ
れ
る
と
予
想
さ
れ
、
そ

れ
に
伴
う
立
ち
退
き
住
民
も
増
加
す
る
こ
と
が
必
至
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
管
理
体
制
が
で
き
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
立
ち
退
き
に
関
す
る
管
理
体
制
の
一
元
化
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
峡
工
程

移
民
開
発
局
の
黄
宗
文
は
、
中
央
レ
ベ
ル
に
お
い
て
国
務
院
リ
ー
ダ
ー
が
直
接
指
揮
す
る
国
家
立
ち
退
き
主
管
部
門
を
設
置
す
る
こ

と
が
最
善
で
あ
り
、
国
全
体
で
統
一
し
た
立
ち
退
き
政
策
や
法
規
を
策
定
し
、
他
の
関
係
部
門
と
地
方
政
府
と
の
利
益
調
整
を
行
う
。

省
レ
ベ
ル
で
は
、
省
政
府
に
直
接
属
す
る
立
ち
退
き
関
連
機
構
を
設
置
し
、
国
の
統
一
し
た
立
ち
退
き
政
策
と
法
規
に
基
づ
い
て
、

行
政
区
内
の
ダ
ム
立
ち
退
き
の
実
施
と
管
理
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
二
つ
以
上
の
省
に
ま
た
が
る
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
国
家
立
ち
退
き
主
管
部
門
が
責
任
を
も
っ
て
各
省
間
の
利
益
調
整
を
行
う
。
同
時
に
、
省
内
の
異
な
る
行
政
区
域
に
ま
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
省
レ
ベ
ル
で
利
益
調
整
す
る
。
ま
た
、
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
も
、
「
歴
史
的
な
経
験
、
現
実

的
な
状
況
ま
た
は
将
来
的
な
発
展
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
中
央
レ
ベ
ル
で
統
一
し
た
立
ち
退
き
管
理
機
構
を
設
立
し
、
水
力
開
発
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
91
）

か
か
わ
る
立
ち
退
き
の
監
督
と
管
理
を
行
う
こ
と
が
急
務
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
中
央
レ
ベ
ル
で
の
統
一
し
た
管
理
機
構
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
の
と
同
時
に
、
水
力
開
発
に
か
か
わ
る
事
業
主
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法
人
の
職
責
の
明
確
化
を
求
め
る
意
見
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制
下
で
、
事
業
主
法
人
は
立
ち
退
き
住
民

の
安
置
に
対
し
て
責
任
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。
事
業
主
法
人
内
に
も
立
ち
退
き
管
理
機
構
を
設
置
し
、
投
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
92
）

立
ち
退
き
規
模
に
応
じ
て
、
相
応
の
専
門
人
員
を
配
置
し
、
ダ
ム
立
ち
退
き
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。

六
　
お
わ
り
に

中国における水力開発と利益再配分

　
以
上
、
中
国
に
お
け
る
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
問
題
を
通
し
て
、
水
力
資
源
の
配
分
を
め
ぐ
る
そ
れ
ま
で
の
対
策
と
法

的
・
制
度
的
な
構
造
の
解
明
を
試
み
た
。
「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
と
言
わ
れ
る
、
一
九
八
六
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
に
よ
る
立
ち

退
き
住
民
の
貧
困
化
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
不
安
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
発
電
費
の
な
か
か
ら
基
金
を
徴
収
し
処
理
す
る
政
策
が

導
入
さ
れ
た
。
水
力
開
発
に
お
け
る
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
一
九
九
一
年
に
「
移
民
条

例
」
が
制
定
さ
れ
、
八
六
年
以
降
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
の
立
ち
退
き
に
「
開
発
性
移
民
」
方
針
や
「
受
益
者
負
担
」
の
原
則
が
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
中
国
社
会
に
お
け
る
水
力
開
発
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
水
力

開
発
の
担
い
手
が
、
国
家
主
導
か
ら
多
元
的
な
投
資
主
体
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
絶
対
的
な
国
家
利

益
が
存
在
し
な
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
利
益
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
き
た
立
ち
退
き
住
民
へ
の
利
益
分
与
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
受
け
て
、
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
保
障
す
る
「
移
民
条
例
」
の
改
定
が
着
手
さ
れ
た
。
ダ
ム
立
ち
退
き
問
題

を
め
ぐ
っ
て
、
キ
ー
・
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
水
力
開
発
の
事
業
主
法
人
、
地
方
政
府
と
立
ち
退
き
住
民
の
間
の
利
害
関
係
が
存
在
し
、

そ
の
調
整
の
難
航
が
「
移
民
条
例
」
の
改
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
改
定
が
難
航
す
る
背
景
に
、
立
ち
退
き
住
民
と
地
方
政
府

に
よ
る
利
益
分
与
の
期
待
と
、
そ
れ
に
対
す
る
事
業
主
法
人
の
抵
抗
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ダ
ム
立

ち
退
き
に
か
か
わ
る
管
理
体
制
が
、
中
央
レ
ベ
ル
に
お
い
て
統
一
し
た
機
構
は
な
く
、
地
方
政
府
レ
ベ
ル
で
乱
立
し
て
い
る
現
状
が
、
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立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
損
な
っ
て
い
る
た
め
、
統
一
し
た
立
ち
退
き
管
理
機
構
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
、
水
力
資
源
を
め
ぐ
る
公
平
な
利
益
再
配
分
の
可
能
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
へ
の
利
益
分
与
の
新
た
な
模
索
。
現
在
、
水
力
開
発
に
お
け
る
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
へ
の
利
益
分

与
は
、
「
前
期
補
償
・
補
助
」
に
加
え
て
、
「
後
期
生
産
扶
持
政
策
」
も
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
後
期
生

産
扶
持
政
策
」
を
支
え
る
資
金
の
調
達
は
、
水
力
開
発
主
体
で
あ
る
事
業
主
法
人
の
意
向
に
制
約
さ
れ
、
十
分
に
行
え
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
現
在
、
立
ち
退
き
住
民
の
利
益
分
与
の
新
た
な
形
態
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
提
案
と
動
き
が
出
て
い
る
。
「
簡
単
な
安
置
型
移
民
」

と
「
開
発
性
移
民
」
の
次
に
登
場
す
る
第
三
段
階
の
立
ち
退
き
政
策
と
し
て
「
投
資
型
移
民
」
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
水
利
部
長
で

あ
る
江
恕
誠
は
、
「
立
ち
退
き
住
民
が
彼
ら
の
居
住
権
と
土
地
使
用
権
を
担
保
に
、
事
業
主
法
人
が
所
有
す
る
発
電
所
の
一
定
の
株

を
所
有
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
事
業
主
法
人
は
資
源
資
産
を
享
受
す
る
が
、
立
ち
退
き
住
民
も
相
応
の
権
益
資
源
を
有
す
る
。
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

い
目
で
み
れ
ば
、
立
ち
退
き
住
民
に
よ
る
株
の
所
有
が
合
理
的
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
福
建
省
東
固
ダ
ム
で
は
、
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

う
な
立
ち
退
き
住
民
に
よ
る
発
電
所
の
株
所
有
に
よ
っ
て
利
益
分
与
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
益
分
与
は
、

立
ち
退
き
住
民
の
蒙
っ
た
損
失
へ
の
補
償
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
立
ち
退
き
住
民
が
立
ち
退
き
を
引
き
起
こ
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
収
益
か
ら
直
接
利
益
を
分
与
す
る
、
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
ま
た
、
立
ち
退
き
住
民
が
損
な
わ
れ
た
利
益
へ
の
「
補
償
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

従
来
の
や
り
方
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
法
的
な
措
置
と
し
て
「
賠
償
」
型
に
す
べ
き
だ
と
す
る
議
論
も
あ
る
。
法
制
化
と
の
関

連
で
、
国
務
院
法
規
と
し
て
の
「
移
民
条
例
」
よ
り
強
い
法
的
な
拘
束
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
「
水
庫
移
民
法
」
（
「
ダ
ム
移
民
法
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

の
制
定
も
、
立
ち
退
き
担
当
部
門
か
ら
提
起
さ
れ
動
き
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
補
償
す
る
根
本
的
な
解

決
策
は
、
立
ち
退
き
住
民
に
よ
る
土
地
所
有
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
と
、
国
務
院
国
土
資
源
部
政
策
法
規
司
の
束
偉
星
が
論
じ
て

　
（
9
7
）

い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
制
度
で
は
、
農
村
に
お
け
る
土
地
所
有
権
は
農
村
集
団
経
済
組
織
（
村
あ
る
い
は
郷
鎮
政
府
）
に
属
し
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て
お
り
、
農
民
に
は
土
地
使
用
権
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
土
地
が
徴
用
さ
れ
た
場
合
に
、
直
接
利
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で
補

償
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
農
民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
的
に
土
地
の
所
有
権
を
徴
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
徴
用
に
あ
た
っ
て
、
土
地
所
有
権
は
農
村
集
団
経
済
組
織
か
ら
委
譲
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
農
民
の
も
つ
土
地
使
用
権
が
蔑

ろ
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
土
地
徴
用
に
あ
た
っ
て
の
補
償
は
所
有
権
を
も
つ
村
あ
る
い
は
郷
鎮
政
府
が
受
け
取
り
、
そ
こ
か

ら
農
民
へ
の
補
償
が
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
利
益
が
損
な
わ
れ
る
農
民
が
補
償
を
受
け
る
主
体
に
な
ら
な
い
た
め
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

権
益
を
保
障
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
農
民
に
よ
る
土
地
所
有
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
は
、
中
国
政
府
の
農
村
に
お
け
る
支
配
の
あ

り
方
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
社
会
主
義
公
有
制
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
覆
し
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
、
農
民
に
よ
る
土
地
所
有
を

通
し
て
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
直
ち
に
実
現
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
国
務
院
レ
ベ

ル
で
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
水
力
開
発
主
体
で
あ
る
事
業
主
法
人
の
役
割
。
水
力
開
発
の
主
体
が
、
政
府
部
門
か
ら
国
有
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
事

業
主
法
人
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
立
ち
退
き
に
か
か
わ
る
事
業
主
法
人
の
役
割
と
責
任
が
増
大
し
た
。
一
方
、
立
ち
退
き
住
民
は
、

絶
対
的
な
国
家
利
益
に
服
従
す
る
必
要
性
が
な
く
な
り
、
自
ら
の
権
益
を
強
く
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
立
ち
退
き
住
民
が
貧

し
い
が
ゆ
え
に
立
ち
退
き
に
応
じ
る
、
と
い
う
の
は
中
国
の
立
ち
退
き
の
特
色
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
経
済
発
展
に
伴
い
生

活
水
準
の
向
上
に
つ
れ
、
立
ち
退
き
住
民
の
要
求
も
高
く
な
る
の
は
必
至
で
あ
る
。
本
論
で
、
「
移
民
条
例
」
の
改
正
を
め
ぐ
る
事

業
主
法
人
の
抵
抗
と
、
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
と
発
展
に
関
す
る
考
え
方
か
ら
、
事
業
主
法
人
が
立
ち
退
き
に
積
極
的
に
か
か
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
事
業
主
法
人
に
対
し
て
そ
の
内
部
に
お
け
る
立
ち
退
き
担
当
機
構
の
設
置

を
要
求
す
る
議
論
な
ど
か
ら
、
事
業
主
法
人
の
役
割
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
事
業
主
法
人
に
と
っ
て
、
立

ち
退
き
問
題
の
円
満
な
解
決
を
な
く
し
て
は
、
ダ
ム
開
発
は
あ
り
え
な
い
状
況
に
き
て
お
り
、
今
後
難
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
が
守
れ
る
か
否
か
は
、
こ
の
両
者
問
の
関
係
が
い
か
に
構
築
さ
れ
る
か
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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第
三
に
、
立
ち
退
き
住
民
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
。
中
国
社
会
は
、
郵
小
平
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
発
展
が
す
べ
て
を
優
先

す
る
」
（
「
発
展
是
硬
道
理
」
）
と
い
う
発
展
観
か
ら
、
胡
錦
涛
政
権
が
提
唱
す
る
人
間
を
根
本
と
し
（
「
以
人
為
本
」
）
、
調
和
の
と
れ
た

社
会
を
構
築
す
る
と
い
う
方
向
に
、
理
念
的
に
も
政
策
的
に
も
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
い
ま
ま
で
「
発
展
」
と
い
う
か
や
の
外
に
置
か

れ
、
中
国
社
会
発
展
の
た
め
に
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
き
た
人
々
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
、

立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
法
的
、
制
度
的
に
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
中
国
社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
現
状
で
は
、
立
ち
退
き
住
民
が
依
然
と
し
て
政
策
決
定
の
場
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
利
益
を
代
弁
す
る
の
は
、

中
央
ま
た
は
地
方
政
府
に
お
け
る
立
ち
退
き
に
か
か
わ
る
組
織
内
の
人
間
で
あ
る
。
現
実
で
は
、
立
ち
退
き
に
か
か
わ
る
管
理
体
制

が
一
元
化
し
て
い
な
い
た
め
、
立
ち
退
き
住
民
の
権
益
を
十
分
に
保
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
、
改
善
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。
政
府
部
門
の
ほ
か
に
、
近
年
中
国
社
会
に
お
い
て
成
長
し
つ
つ
あ
る
非
政
府
部
門
も
、
立
ち
退
き
住
民
の
利
益
を
代
弁
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
論
で
も
言
及
し
た
水
庫
経
済
専
業
委
員
会
が
「
後
期
生
産
扶
持
政
策
」
の
具
体
化
と
実
施
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
立
ち
退
き
住
民
が
立
ち
退
い
た
あ
と
の
ケ
ア
を
い
か
に
す
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
の
権
益
を
代
弁

す
る
組
織
で
あ
る
。
一
方
で
、
そ
も
そ
も
立
ち
退
き
自
体
が
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
力
を
貸
し
て
い
る
の
は
、
様
々
な
環
境
保
護
団
体

で
あ
る
。
例
え
ば
、
雲
南
省
に
あ
る
怒
江
の
開
発
を
め
ぐ
っ
て
、
環
境
保
護
団
体
が
ダ
ム
水
没
予
定
地
域
の
住
民
に
対
し
て
、
勉
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

会
を
開
き
、
ダ
ム
建
設
に
か
か
わ
る
間
題
ま
た
は
住
民
の
権
利
に
つ
い
て
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
立
ち
退
き
住

民
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
社
会
主
義
計
画
経
済
体
制
下
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
「
ダ
ム
遺
留
問
題
」
の

解
決
と
と
も
に
、
市
場
経
済
化
の
な
か
で
行
わ
れ
る
水
力
開
発
に
お
け
る
立
ち
退
き
住
民
へ
の
公
平
な
利
益
配
分
を
通
し
て
、
資
源

と
富
の
再
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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（
1
）
　
本
論
は
、
筆
者
が
二
〇
〇
五
年
三
月
に
慶
慮
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
に
提
出
し
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ



中国における水力開発と利益再配分

　
ー
パ
ー
「
中
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
と
弱
勢
グ
ル
ー
プ
！
ー
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
問
題
を
中
心
に
」
を
大
幅
に
書
き
改
め
た
も
の

　
で
あ
る
。

（
2
）
　
立
ち
退
き
住
民
は
、
中
国
語
で
は
「
移
民
」
と
言
う
。

（
3
）
　
黄
宗
文
（
国
務
院
三
峡
弁
公
室
）
「
我
国
水
庫
移
民
戦
略
分
析
」
『
宏
観
経
済
研
究
』
二
〇
〇
四
年
四
月
。
大
多
数
の
ダ
ム
は
、
発
電

　
の
ほ
か
に
、
洪
水
対
策
や
灌
概
な
ど
の
役
割
を
兼
ね
る
。
発
電
だ
け
の
ダ
ム
は
、
稼
動
中
と
建
設
中
の
も
の
を
合
わ
せ
て
、
六
〇
〇
〇
個

　
あ
ま
り
で
あ
る
。
出
所
”
祝
興
祥
、
常
仲
農
（
国
家
環
境
保
護
総
局
）
「
中
国
水
電
環
境
保
護
状
況
与
対
策
」
『
中
国
電
力
企
業
管
理
』
二

〇
〇
五
年
四
月
。

（
4
）
　
「
移
民
工
作
簡
報
　
二
〇
〇
四
年
第
一
期
」
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
、
二
〇
〇
四
年
二
月
二
三
日
。
ま
た
、
詳
し
い
数
字
に
つ
い

　
て
、
信
慧
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
掲
、
黄
宗
文
（
国
務
院
三
峡
弁
公
室
）
「
我
国
水
庫
移
民
戦
略
分
析
」

　
『
宏
観
経
済
研
究
』
二
〇
〇
四
年
四
月
。
こ
の
論
文
は
、
一
九
八
五
年
以
前
に
完
成
し
た
ダ
ム
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
立
ち
退
き
住
民

　
が
一
〇
〇
〇
万
人
で
、
そ
の
子
孫
を
含
め
、
現
在
一
五
〇
〇
万
人
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
一
九
八
六
年
以
降
に
建
設
し
た
ダ
ム
の
立
ち

退
き
住
民
は
約
一
二
〇
万
人
で
、
建
設
中
の
大
型
ダ
ム
で
あ
る
三
峡
ダ
ム
と
小
浪
底
ダ
ム
な
ど
の
立
ち
退
き
住
民
を
入
れ
る
と
、
一
八
O

　
O
万
人
に
な
る
と
し
て
い
る
。

　
　
同
時
に
、
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
に
よ
る
一
九
九
九
年
の
調
査
は
、
建
国
以
来
建
設
し
た
ダ
ム
に
よ
る
立
ち
退
き
住
民
の
数
が
一
〇

　
〇
〇
万
入
で
、
そ
の
子
孫
を
含
め
、
現
在
一
五
〇
〇
万
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
中
央
政
府
が
管
轄
す
る
ダ
ム
の
立
ち
退
き
住
民
は

約
四
五
〇
万
人
で
、
地
方
政
府
が
管
轄
す
る
ダ
ム
の
立
ち
退
き
住
民
は
約
一
〇
〇
〇
万
人
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
出
所
“
水
利
部
水
庫

移
民
扶
貧
調
査
組
「
加
大
扶
持
力
度
、
妥
善
解
決
水
庫
移
民
遺
留
問
題
」
『
中
国
水
利
』
一
九
九
九
年
第
三
期
。

（
5
）
　
方
長
栄
（
澄
水
流
域
水
利
水
電
総
合
開
発
公
司
）
「
大
中
型
水
電
工
程
移
民
管
理
体
制
現
状
及
発
展
探
討
」
『
人
民
長
江
』
二
〇
〇
三

年
二
一
月
、
第
三
四
巻
第
二
一
期
。

（
6
）
　
黄
海
涛
、
洪
祖
蘭
、
薦
峻
林
（
昆
明
勘
測
設
計
研
究
院
）
「
論
大
江
大
河
水
電
規
剣
中
的
戦
略
思
維
和
超
前
思
維
」
『
中
国
水
力
発
電

　
年
鑑
　
二
〇
〇
三
年
』
第
八
巻
、
八
九
頁
、
中
国
電
力
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
7
）
　
張
紹
山
「
水
庫
移
民
」
『
水
利
輝
燈
五
〇
年
』
編
纂
委
員
会
編
『
水
利
輝
煙
五
〇
年
』
一
二
五
頁
－
一
二
八
頁
、
中
国
水
利
水
電
出

　
版
社
、
一
九
九
九
年
。
劉
蘭
桂
（
水
電
水
利
規
刻
設
計
総
院
）
「
水
庫
移
民
工
作
五
〇
年
歴
程
」
『
中
国
水
力
発
電
年
鑑
　
一
九
九
八
～
二
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O
O
O
年
』
第
六
巻
、
壬
一
頁
－
二
四
頁
。
以
下
の
日
本
語
に
よ
る
関
連
論
文
は
、
劉
蘭
桂
の
論
文
を
踏
襲
し
て
い
る
。
浜
本
篤
史
「
中

国
に
お
け
る
ダ
ム
計
画
と
住
民
移
転
政
策
の
変
遷
」
『
中
国
研
究
論
叢
』
二
〇
〇
三
年
第
三
号
。

（
8
）
　
前
掲
、
祝
興
祥
、
常
仲
農
（
国
家
環
境
保
護
総
局
）
「
中
国
水
電
環
境
保
護
状
況
与
対
策
」
『
中
国
電
力
企
業
管
理
』
二
〇
〇
五
年
四

　
月
。

（
9
）
　
注
恕
誠
（
水
利
部
長
）
「
論
大
煽
与
生
態
　
二
〇
〇
四
年
四
月
八
日
」
、
中
国
水
利
学
会
第
八
回
全
国
会
員
代
表
大
会
に
お
け
る
学
術

　
報
告
の
第
三
部
分
で
あ
る
。
浮
8
”
＼
＼
妻
毛
多
8
亀
曇
8
B
（
中
国
水
工
程
移
民
網
）
二
〇
〇
五
年
二
月
一
四
日
。
こ
の
論
文
は
、
水
力

開
発
と
立
ち
退
き
を
含
む
環
境
問
題
と
の
関
連
性
を
論
じ
、
水
力
開
発
を
め
ぐ
る
新
し
い
考
え
方
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
水
利
部
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
『
中
国
電
力
企
業
管
理
』
二
〇
〇
四
年
七
月
号
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
ダ
ム
立
ち
退
き
の
関
連
部
門
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
建
国
以
来
、
ダ
ム
建
設
を
管
轄
す
る
中
央
主
管
部
門
で
あ
る
電
力
工
業
部

　
と
水
利
部
が
分
離
と
合
併
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
図
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
n
）
　
周
大
兵
（
国
家
電
力
公
司
副
総
経
理
）
「
倣
好
水
庫
移
民
工
作
促
進
我
国
二
十
一
世
紀
水
利
水
電
事
業
的
発
展
」
『
水
力
発
電
』
一
九

　
九
九
年
一
二
期
。

（
1
2
）
　
前
掲
、
水
利
部
水
庫
移
民
扶
貧
調
査
組
「
加
大
扶
持
力
度
、
妥
善
解
決
水
庫
移
民
遺
留
問
題
」
『
中
国
水
利
』
一
九
九
九
年
第
三
期
。

（
1
3
）
　
「
脱
貧
“
従
三
千
万
到
九
千
万
　
二
〇
〇
三
年
四
月
八
日
」
浮
8
“
＼
＼
≦
≦
望
魯
ぎ
貰
①
器
9
Φ
旨
Φ
旨
’
8
目
＼
器
≦
ω
＼
8
8
－
。
や
O
・
・
書

　
窪
ヨ
（
中
国
移
民
網
）
二
〇
〇
五
年
二
月
一
四
日
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
20　19　18　17　16　15　！4
）　　）　　）　　）　　　）　　）　　）遷
的
成
因
及
対
策
研
究
」

連
玉
明
主
編
『
中
国
数
字
報
告
　
二
〇
〇
四
』
四
一
二
頁
、
中
国
時
代
経
済
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

熊
金
香
（
湖
南
省
移
民
開
発
局
長
）
「
当
前
我
省
水
庫
移
民
存
在
的
問
題
及
対
策
」
『
求
索
』
一
九
九
七
年
第
六
期
。

戴
晴
主
編
『
長
江
三
峡
工
程
報
告
書
』
六
六
頁
、
新
風
出
版
社
（
台
湾
）
、
一
九
九
一
年
。

応
星
著
『
大
河
移
民
上
訪
的
故
事
』
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

紆
建
中
「
水
電
靖
工
程
移
民
阻
止
施
工
的
索
賠
処
理
」
『
人
民
長
江
』
一
九
九
九
年
第
九
期
。

雷
亨
順
主
編
『
中
国
三
峡
移
民
』
三
六
頁
、
重
慶
大
学
出
版
社
、
一
一
〇
〇
二
年
。

王
茂
福
、
張
明
義
「
中
国
水
庫
移
民
的
返
遷
及
原
因
」
『
社
会
科
学
』
一
九
九
七
年
第
一
二
期
。
ま
た
は
、
陸
遠
権

　
　
　
　
　
　
　
　
『
重
慶
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
二
〇
〇
二
年
第
八
巻
第
一
期
。

「
水
庫
移
民
返
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（
2
1
）
　
徐
山
林
主
編
『
重
辟
一
片
新
天
地
⊥
女
康
庫
区
移
民
工
作
大
写
真
』

　
た
は
、
前
掲
、
雷
亨
順
主
編
『
中
国
三
峡
移
民
』
六
六
頁
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

26　25　24　23　22
）　　　）　　　）　　　）　　　）

二
ー
二
二
頁
、
陳
西
省
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

O
昌
ω
く
目
口
．

（
2
7
）

（
2
8
）

Φ
旨
b
o
ヨ
＼
昌
①
薯
ω
＼
一
亀
o
ド
窪
ヨ

（
2
9
）

　
発電
力
公
司
関
於
加
快
解
決
中
央
直
属
水
庫
移
民
遺
留
問
題
的
若
干
意
見
二
〇
〇
一
年
二
一
月
一

発
電
年
鑑

（
3
0
）網

）

（
31
）室
主
任
）

（
32
）

（
3
3
）科

技
』

（
34
）

ま

李
敬
、
鄭
現
莉
「
移
民
上
訪
路
－
河
北
省
桃
林
口
水
庫
移
民
群
体
性
事
件
報
道
」
『
中
国
改
革
・
農
村
版
』
二
〇
〇
三
年
二
月
。

前
掲
、
熊
金
香
（
湖
南
省
移
民
開
発
局
長
）
「
当
前
我
省
水
庫
移
民
存
在
的
問
題
及
対
策
」
一
九
九
七
年
第
六
期
。

窪
8
”
＼
＼
薫
≦
峯
8
磐
嚢
8
ヨ
（
中
国
水
工
程
移
民
網
）
二
〇
〇
五
年
一
旦
二
日
。

周
時
昌
（
湖
南
省
副
省
長
）
「
積
極
穏
妥
地
槁
好
水
庫
移
民
口
根
供
応
改
革
」
『
根
食
科
技
与
経
済
』
一
九
九
六
年
第
四
期
。

河
南
省
移
民
工
作
領
導
小
組
弁
公
室
「
河
南
省
政
府
在
洛
陽
召
開
会
議
部
署
陸
渾
水
庫
回
流
移
民
問
題
処
理
工
作
」
、
耳
8
”
＼
＼

　
　
　
　
8
日
（
中
国
水
工
程
移
民
網
）
二
〇
〇
五
年
一
月
一
七
日
。

水
利
電
力
部
弁
公
庁
秘
書
処
編
『
水
利
電
力
重
要
文
件
選
編
』
上
、
二
七
七
⊥
一
八
O
頁
、
一
九
八
七
年
。

張
基
尭
（
水
利
部
副
部
長
）
「
在
全
国
水
庫
移
民
工
作
会
議
上
的
講
話
　
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
」
窪
8
ミ
≦
妻
多
。
霞
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
国
移
民
網
）
二
〇
〇
五
年
二
月
一
四
日
。

「
国
務
院
弁
公
庁
転
発
水
利
部
等
部
門
関
於
加
快
解
決
中
央
直
属
水
庫
移
民
遺
留
問
題
的
若
干
意
見
二
〇
〇
二
年
一
月
八
日
」
（
国
弁

［
二
〇
〇
二
］
三
号
）
、
『
広
東
水
利
水
電
』
増
刊
号
、
二
〇
〇
二
年
八
月
。
「
水
利
部
、
財
政
部
、
国
家
計
委
、
国
家
経
貿
委
、
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
」
の
出
所
及
び
原
文
”
『
中
国
水
力

　
　
　
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
二
』
第
七
巻
、
四
〇
1
四
一
頁
、
中
国
電
力
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

「
移
民
遺
留
問
題
処
理
的
効
果
」
拝
8
”
＼
＼
妻
名
峯
ω
p
8
ヨ
●
8
＼
N
暢
α
≧
ヨ
ゴ
げ
≧
ヨ
げ
9
0
＼
8
8
0
合
o
。
O
O
8
●
浮
ヨ
（
国
家
電
力
信
息

二
〇
〇
五
年
一
月
二
一
二
日
。

趙
静
（
中
共
広
西
壮
族
自
治
区
委
党
校
副
教
授
）
質
曄
（
広
西
庫
区
移
民
開
発
局
副
研
究
員
、
広
西
壮
族
自
治
区
移
民
開
発
局
弁
公

　
　
「
論
我
国
現
行
水
庫
移
民
政
策
」
『
中
共
桂
林
市
委
党
校
学
報
』
二
〇
〇
二
年
二
一
月
、
第
二
巻
第
四
期
。
，

前
掲
、
李
敬
、
鄭
現
莉
「
移
民
上
訪
路
－
河
北
省
桃
林
口
水
庫
移
民
群
体
性
事
件
報
道
」
二
〇
〇
三
年
二
月
。

周
方
（
漸
江
水
利
水
電
専
科
学
校
）
、
鄭
麗
珍
（
青
田
県
水
利
水
電
局
）
「
解
決
水
庫
移
民
遺
留
問
題
資
金
来
源
初
探
」
『
漸
江
水
利

　
二
〇
〇
〇
年
第
四
期
。

「
誰
来
保
護
工
程
移
民
的
利
益
」
『
社
会
科
学
報
』
二
〇
〇
五
年
三
月
一
七
日
。
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（
35
）
　
李
天
碧
、
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
「
我
国
水
庫
移
民
政
策
和
実
践
」
『
中
国
水
利
』
二
〇
〇
一
年
第
五
期
。

（
3
6
）
　
何
明
星
（
小
浪
底
建
設
管
理
局
、
移
民
局
）
「
論
我
国
水
庫
移
民
後
期
扶
持
政
策
」
『
河
海
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
』
二
〇
〇

　
二
年
六
月
、
第
四
巻
第
二
期
。
ま
た
は
、
王
慧
（
国
務
院
三
峡
建
設
委
員
会
弁
公
室
総
合
司
）
「
浅
析
水
庫
移
民
法
律
関
係
的
性
質
」
『
中

　
国
三
峡
建
設
』
二
〇
〇
四
年
三
月
。

（
3
7
）
　
「
水
電
姑
和
水
庫
庫
区
後
期
扶
持
基
金
的
設
立
」
耳
8
”
＼
＼
妻
ゑ
≦
●
ω
P
8
日
■
8
＼
飼
ω
α
貯
ヨ
浮
≧
ヨ
菩
蓉
＼
8
8
鼠
N
・
。
O
O
O
・
o
．
浮
日

　
（
国
家
電
力
信
息
網
）
二
〇
〇
五
年
一
月
二
三
日
。
ま
た
は
、
『
中
国
水
力
発
電
年
鑑
　
一
九
九
五
年
－
九
七
年
』
第
五
巻
、
二
七
一
－
二

　
七
二
頁
、
中
国
電
力
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

（
3
8
）
　
水
庫
経
済
専
業
委
員
会
は
、
一
九
八
七
年
に
中
国
水
力
発
電
工
程
学
会
の
下
で
成
立
し
た
。
そ
の
実
態
は
、
立
ち
退
き
に
か
か
わ
る

　
研
究
と
提
案
が
主
た
る
役
割
で
あ
り
、
「
水
庫
移
民
専
業
委
員
会
」
で
あ
る
。
中
央
関
係
部
門
と
地
方
政
府
の
移
民
機
構
の
メ
ン
バ
ー
と

　
ダ
ム
建
設
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
専
業
委
員
会
は
非
政
府
部
門
で
あ
る
が
、
比
較
的
広
範
な
代
表
性
を
持
ち
、
一
定
の
権
威
性

　
を
も
有
し
て
い
る
。
出
所
日
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
、
施
国
慶
（
水
庫
経
済
移
民
研
究
中
心
）
「
中
国
水
庫
移
民
」
『
水
利

　
水
電
科
技
進
展
』
一
九
九
八
年
二
月
。
ま
た
は
、
施
国
慶
、
陳
紹
軍
、
荷
厚
平
（
河
海
大
学
移
民
研
究
中
心
）
「
非
自
願
移
民
理
論
与
実

　
践
探
討
　
二
〇
〇
四
年
五
月
　
九
日
」
窪
8
”
＼
＼
≦
薫
多
8
望
B
．
8
日
（
中
国
水
工
程
移
民
網
）
二
〇
〇
六
年
一
月
一
八
日
。

（
3
9
）
　
そ
の
運
用
に
つ
い
て
、
湖
南
省
は
一
九
九
八
年
か
ら
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
二
分
の
「
後
期
生
産
扶
持
基
金
」
を
徴
収
す
る
と

　
規
定
し
て
い
る
、
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
出
所
”
方
長
栄
（
濫
水
流
域
水
利
水
電
総
合
開
発
公
司
）
「
世
界
銀
行
非
自
原
心
移
民
政
策
与
我

　
国
水
庫
移
民
政
策
的
比
較
分
析
」
『
河
海
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
』
二
〇
〇
二
年
六
月
、
第
四
巻
第
二
期
。

（
4
0
）
　
前
掲
、
祠
明
星
（
小
浪
底
建
設
管
理
局
、
移
民
局
）
「
論
我
国
水
庫
移
民
後
期
扶
持
政
策
」
二
〇
〇
二
年
六
月
、
第
四
巻
第
二
期
。

（
4
1
）
　
黄
東
東
（
重
慶
三
峡
学
院
政
法
系
）
「
論
開
発
性
移
民
中
的
利
益
兼
顧
」
『
経
済
師
』
二
〇
〇
三
年
第
四
期
。

（
4
2
）
　
宋
子
然
主
編
『
四
川
水
庫
移
民
史
』
一
一
頁
、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（
4
3
）
　
そ
の
他
の
関
連
法
規
は
、
主
に
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
水
利
水
電
工
程
水
庫
滝
没
設
計
処
理
規
範
」
（
一
九
八
四
年
）
、
「
水
庫
滝
没
実

　
物
指
標
調
査
細
則
」
（
一
九
八
五
年
）
、
「
水
庫
庫
底
清
理
弁
法
」
（
一
九
九
七
年
）
、
「
水
庫
移
民
安
置
規
則
編
制
規
程
」
、
「
水
庫
滝
没
処
理

　
補
償
投
資
概
算
編
制
規
定
」
出
所
“
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
「
我
国
水
庫
移
民
法
規
体
系
建
設
」
『
中
国
水
利
』
一
一
〇
〇
一

　
年
六
月
。
「
移
民
条
例
」
の
全
文
は
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
中
国
水
利
年
鑑
　
一
九
九
二
』
九
－
一
一
頁
、
水
利
電
力
出
版
社
、
一
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九
九
二
年
。

（
4
4
）
　
同
右
、
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
「
我
国
水
庫
移
民
法
規
体
系
建
設
」
二
〇
〇
一
年
六
月
。
ま
た
は
、
前
掲
、
方
長
栄

　
（
澄
水
流
域
水
利
水
電
総
合
開
発
公
司
）
「
大
中
型
水
電
工
程
移
民
管
理
体
制
現
状
及
発
展
探
討
」
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
第
三
四
巻
第

　
一
二
期
。

（
4
5
）
　
二
〇
〇
四
年
現
在
、
監
理
体
制
は
三
峡
ダ
ム
と
世
界
銀
行
な
ど
の
国
際
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
か
適
用

　
さ
れ
て
い
な
い
。
出
所
“
前
掲
、
施
国
慶
、
陳
紹
軍
、
萄
厚
平
（
河
海
大
学
移
民
研
究
中
心
）
「
非
自
願
移
民
理
論
与
実
践
探
討
　
二
〇

　
〇
四
年
五
月
一
九
日
」
。

（
4
6
）
　
「
中
華
人
民
共
和
国
土
地
法
」
の
全
文
は
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
国
土
資
源
部
耕
地
保
護
司
編
『
耕
地
保
護
法
規
文
件
匪
編
』

七
－
二
五
頁
、
中
国
大
地
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。
そ
の
第
五
一
条
は
、
「
大
中
型
水
利
、
水
電
工
程
建
設
徴
用
土
地
的
補
償
費
標
准
和

移
民
安
置
弁
法
、
由
国
務
院
男
行
規
定
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
授
権
に
よ
る
「
移
民
条
例
」
の
改
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
7
）
　
前
掲
、
周
大
兵
（
国
家
電
力
公
司
副
総
経
理
）
「
倣
好
水
庫
移
民
工
作
促
進
我
国
二
十
一
世
紀
水
利
水
電
事
業
的
発
展
」
、
一
九
九
九

年
二
一
期
。
こ
れ
は
周
の
九
九
年
一
一
月
六
日
に
水
庫
経
済
専
門
委
員
会
九
九
年
年
会
に
お
い
て
の
演
説
で
あ
る
。

（
4
8
）
　
同
右
、
周
大
兵
（
国
家
電
力
公
司
副
総
経
理
）
「
倣
好
水
庫
移
民
工
作
促
進
我
国
二
十
一
世
紀
水
利
水
電
事
業
的
発
展
」
、
一
九
九
九

年
一
二
期
。

（
4
9
）
　
前
掲
、
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
「
我
国
水
庫
移
民
法
規
体
系
建
設
」
二
〇
〇
一
年
六
月
。

（
5
0
）
　
同
右
、
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
「
我
国
水
庫
移
民
法
規
体
系
建
設
」
二
〇
〇
一
年
六
月
。

（
5
1
）
　
実
際
、
責
任
を
持
っ
て
立
ち
退
き
に
関
わ
っ
て
い
る
事
業
主
法
人
の
事
例
も
あ
る
。
よ
く
紹
介
さ
れ
る
の
は
世
界
銀
行
の
融
資
を
受

　
け
、
そ
の
要
求
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
黄
河
流
域
の
小
浪
底
ダ
ム
の
立
ち
退
き
で
あ
る
。
出
所
“
衰
松
齢
（
小
浪
底
建
設
管
理
局
移
民
局
）

　
「
小
浪
底
水
庫
項
目
業
主
管
理
」
『
水
利
経
済
』
二
〇
〇
二
年
五
月
、
林
暉
（
水
利
部
小
浪
底
水
利
枢
紐
建
設
管
理
局
移
民
局
）
「
従
小
浪

底
移
民
項
目
管
理
看
業
主
負
責
制
」
『
中
国
水
利
』
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
た
は
、
水
利
部
小
浪
底
水
利
枢
紐
建
設
管
理
局
移
民
局
「
業
主

管
理
在
小
浪
底
移
民
中
的
成
功
実
践
」
『
中
国
水
利
』
二
〇
〇
三
年
六
月
。
そ
の
他
、
陳
徳
政
、
張
国
祥
（
湖
北
清
江
水
電
開
発
有
限
責

任
公
司
）
「
市
場
経
済
体
制
下
業
主
如
何
倣
好
移
民
工
作
」
『
水
利
発
電
』
二
〇
〇
〇
年
第
二
一
期
。

（
52
）
　
前
掲
、
王
慧
（
国
務
院
三
峡
建
設
委
員
会
弁
公
室
総
合
司
）
「
浅
析
水
庫
移
民
法
律
関
係
的
性
質
」
二
〇
〇
四
年
三
月
。
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（
5
3
）
　
前
掲
、
張
基
尭
（
水
利
部
副
部
長
）
「
在
全
国
水
庫
移
民
工
作
会
議
上
的
講
話
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
」
。

（
5
4
）
　
陳
仁
萬
（
黄
河
水
利
委
員
会
）
、
閻
国
平
（
黄
河
水
利
委
員
会
）
、
劉
平
（
濫
水
流
域
水
利
水
電
総
合
開
発
公
司
）
「
三
門
峡
、
小
浪

底
水
利
枢
紐
移
民
安
置
回
顧
与
思
考
」
『
水
力
発
電
』
二
〇
〇
四
年
、
第
三
〇
巻
第
三
期
。

（
5
5
）
　
黄
東
東
（
重
慶
三
峡
学
院
政
法
系
）
「
対
開
発
性
移
民
的
法
律
解
釈
」
『
重
慶
三
峡
学
院
学
報
』
二
〇
〇
三
年
、
第
一
九
巻
第
一
期
。

（
5
6
）
　
前
掲
、
黄
東
東
（
重
慶
三
峡
学
院
政
法
系
）
「
論
開
発
性
移
民
中
的
利
益
兼
顧
」
二
〇
〇
三
年
第
四
期
。

（
5
7
）
　
前
掲
、
王
慧
（
国
務
院
三
峡
建
設
委
員
会
弁
公
室
総
合
司
）
「
浅
析
水
庫
移
民
法
律
関
係
的
性
質
」
二
〇
〇
四
年
三
月
。

（
5
8
）
　
重
慶
市
政
協
、
重
慶
大
学
発
展
戦
略
課
題
組
「
可
持
続
発
展
移
民
　
　
三
峡
工
程
百
万
移
民
的
有
効
途
径
」
『
重
慶
大
学
学
報
（
社

会
科
学
版
）
』
一
九
九
六
年
第
二
巻
第
四
期
。

（
5
9
）
　
羅
冬
蘭
（
南
昌
大
学
）
、
傅
春
（
南
昌
大
学
）
、
郡
邦
友
（
江
西
省
山
江
湖
弁
公
室
）
「
公
共
参
与
与
水
利
工
程
決
策
浅
議
」
『
中
国
水

利
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
。
ま
た
前
掲
、
方
長
栄
（
澄
水
流
域
水
利
水
電
総
合
開
発
公
司
）
「
世
界
銀
行
非
自
原
心
移
民
政
策
与
我
国
水
庫

　
移
民
政
策
的
比
較
分
析
」
二
〇
〇
二
年
六
月
、
第
四
巻
第
二
期
。

（
6
0
）
　
前
掲
、
張
基
尭
（
水
利
部
副
部
長
）
「
在
全
国
水
庫
移
民
工
作
会
議
上
的
講
話
　
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
」
。

（
61
）
　
「
調
研
報
告
“
在
新
的
歴
史
条
件
下
切
実
保
護
移
民
合
法
権
益
問
題
的
探
討
　
二
〇
〇
二
年
一
月
二
二
日
」
窪
8
”
＼
＼
薫
≦
≦
b
露
轟

　
お
器
注
Φ
ヨ
Φ
旨
b
O
旨
＼
ま
≦
ω
＼
ぎ
8
甲
浮
ヨ
（
中
国
移
民
網
）
二
〇
〇
五
年
二
月
一
四
日
。

（
62
）
　
「
倣
好
移
民
工
作
　
維
護
社
会
安
定
ー
為
開
創
新
世
紀
水
利
工
作
新
局
面
作
貢
献
」
（
こ
れ
は
二
〇
〇
一
年
の
ダ
ム
立
ち
退
き
に
関

　
し
て
、
全
国
水
利
庁
局
長
会
議
の
方
針
を
受
け
て
行
わ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
が
、
発
言
者
は
不
明
だ
が
、
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
の

　
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
）
。
窪
8
一
＼
＼
≦
妻
揖
o
圧
轟
お
器
注
①
日
2
9
0
ヨ
＼
器
名
ω
＼
ぎ
8
①
廿
叶
ヨ
（
中
国
移
民
網
）
二
〇
〇
五
年
二
月

　
一
四
日
。
ま
た
、
貿
暉
（
広
西
壮
族
自
治
区
移
民
開
発
弁
公
室
）
「
水
庫
移
民
発
展
系
統
建
設
劉
議
」
『
改
革
と
戦
略
』
一
九
九
六
年
第
二
期
。

（
6
3
）
　
前
掲
、
周
大
兵
（
国
家
電
力
公
司
副
総
経
理
）
「
倣
好
水
庫
移
民
工
作
促
進
我
国
二
十
一
世
紀
水
利
水
電
事
業
的
発
展
」
、
一
九
九
九

　
年
コ
一
期
。

（
64
）
　
前
掲
、
黄
東
東
（
重
慶
三
峡
学
院
政
法
系
）
「
対
開
発
性
移
民
的
法
律
解
釈
」
二
〇
〇
三
年
第
一
九
巻
第
一
期
。

（
6
5
）
　
傅
秀
堂
「
開
発
性
移
民
初
探
」
『
人
民
長
江
』
一
九
九
一
年
一
一
月
、
ま
た
は
傅
秀
堂
著
『
論
水
庫
移
民
』
一
三
二
頁
、
武
漢
大
学

　
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
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（
6
6
）
　
傅
秀
堂
「
三
峡
水
庫
移
民
与
長
江
経
済
帯
的
発
展
」
『
人
民
長
江
』
一
九
九
五
年
二
月
、
ま
た
同
右
、
傅
秀
堂
著
『
論
水
庫
移
民
』

　
一
六
七
頁
。

（
6
7
）
　
傅
秀
堂
「
長
江
三
峡
工
程
的
関
鍵
技
術
問
題
」
『
人
民
長
江
』
一
九
九
七
年
四
月
、
ま
た
は
同
右
、
傅
秀
堂
著
『
論
水
庫
移
民
』
一

　
四
六
頁
。

（
6
8
）
　
前
掲
、
傅
秀
堂
「
開
発
性
移
民
初
探
」
一
九
九
一
年
二
月
、
ま
た
は
同
右
、
傅
秀
堂
著
『
論
水
庫
移
民
』
一
二
七
頁
。

（
6
9
）
　
前
掲
、
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
、
施
国
慶
（
水
庫
経
済
移
民
研
究
中
心
）
「
中
国
水
庫
移
民
」
一
九
九
八
年
二
月
。
例

　
え
ば
、
雲
南
省
に
あ
る
大
朝
山
ダ
ム
は
事
業
主
法
人
に
よ
る
立
ち
退
き
へ
の
参
加
の
成
功
例
と
し
て
、
前
掲
、
周
大
兵
の
演
説
に
も
紹
介

　
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
立
ち
退
き
安
置
引
き
受
け
協
議
に
関
す
る
規
定
が
次
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
大
朝
山
水
電
有
限
責
任
公
司
は

　
八
九
四
〇
・
二
万
元
を
提
供
し
、
徴
地
補
償
と
立
ち
退
き
安
置
の
引
き
受
け
費
用
と
す
る
。
雲
南
省
政
府
立
ち
退
き
弁
公
室
は
大
朝
山

　
ダ
ム
建
設
施
工
の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
て
、
立
ち
退
き
住
民
を
期
日
通
り
に
ダ
ム
地
域
外
に
立
ち
退
く
責
任
を
持
つ
、
か
つ
立
ち
退
き
住

　
民
の
生
活
と
生
産
を
適
切
に
安
置
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
出
所
”
「
大
朝
山
電
姑
水
庫
移
民
実
施
協
議
在
昆
笠
訂
」
『
西
南
電
力

　
報
』
一
九
九
五
年
七
月
二
三
日
。
ま
た
は
『
雲
南
水
力
発
電
』
一
九
九
五
年
第
三
期
。

（
7
0
）
　
張
一
軍
（
中
国
水
電
顧
問
有
限
公
司
）
「
黄
河
上
流
已
建
水
電
靖
水
庫
移
民
問
題
探
討
」
『
水
力
発
電
』
二
〇
〇
二
年
第
一
一
期
。

（
7
1
）
　
李
傑
富
（
国
家
電
力
公
司
昆
明
勘
測
設
計
研
究
院
）
「
従
天
生
橋
一
級
水
電
姑
水
庫
移
民
安
置
看
地
方
政
府
職
能
的
重
要
性
」
『
雲
南

　
水
力
発
電
』
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
第
一
六
巻
第
二
期
。
同
時
に
、
立
ち
退
き
受
け
入
れ
地
域
に
お
い
て
も
同
じ
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
出
所
”
張
基
尭
（
水
利
部
副
部
長
）
「
在
全
国
水
庫
移
民
工
作
会
議
上
的
講
話
　
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
」
。

（
72
）
　
前
掲
、
李
敬
、
鄭
現
莉
「
移
民
上
訪
路
ー
河
北
省
桃
林
口
水
庫
移
民
群
体
性
事
件
報
道
」
二
〇
〇
三
年
二
月
。

（
7
3
）
　
前
掲
、
張
基
尭
（
水
利
部
副
部
長
）
「
在
全
国
水
庫
移
民
工
作
会
議
上
的
講
話
　
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
」
。

（
74
）
　
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
「
水
利
水
電
工
程
移
民
権
益
保
護
問
題
立
法
調
研
組
赴
四
川
進
行
調
研
　
二
〇
〇
四
年
二
月
一
三
日
」

　
『
移
民
工
作
簡
報
　
二
〇
〇
四
年
第
一
期
』
耳
8
”
＼
＼
≦
≦
峯
B
妻
び
碧
＜
。
8
＼
冒
討
＼
8
9
8
認
お
B
鯉
・
蝉
8
（
中
華
人
民
共
和
国
水
利
部
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
二
〇
〇
五
年
七
月
二
〇
日
。

（
7
5
）
　
宗
合
「
部
移
民
局
職
責
機
構
編
制
明
確
」
『
中
国
水
利
報
』
二
〇
〇
二
年
三
月
七
日
。

（
7
6
）
　
前
掲
、
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
、
施
国
慶
（
水
庫
経
済
移
民
研
究
中
心
）
「
中
国
水
庫
移
民
」
一
九
九
八
年
二
月
。
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（
7
7
）
　
前
掲
、
『
中
国
水
力
発
電
年
鑑
　
一
九
九
五
－
一
九
九
七
』
第
五
巻
、
二
七
〇
頁
。
ま
た
は
、
同
右
、
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民

開
発
局
）
、
施
国
慶
（
水
庫
経
済
移
民
研
究
中
心
）
「
中
国
水
庫
移
民
」
一
九
九
八
年
二
月
。

（
7
8
）
　
「
国
家
経
貿
委
電
力
司
組
織
機
構
」
『
中
国
電
力
年
鑑
　
一
九
九
九
年
』
一
六
二
頁
、
中
国
電
力
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
7
9
）
　
『
中
国
電
力
年
鑑
　
二
〇
〇
四
年
』
二
七
八
－
三
〇
三
頁
、
中
国
電
力
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
8
0
）
　
王
奎
（
中
国
水
電
中
南
勘
測
設
計
研
究
院
）
「
全
国
水
庫
移
民
管
理
弁
法
研
究
」
『
中
国
水
力
開
発
年
鑑
　
二
〇
〇
三
年
』
第
八
巻
、

　
七
一
五
頁
、
中
国
電
力
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
81
）
　
『
中
国
電
力
年
鑑
　
一
九
九
九
年
』
二
九
八
頁
、
中
国
電
力
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
82
）
　
『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
　
一
九
九
四
年
』
六
－
七
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

（
8
3
）
　
拙
稿
、
「
中
国
三
峡
ダ
ム
建
設
に
お
け
る
利
益
誘
導
　
　
　
「
三
峡
省
」
か
ら
重
慶
直
轄
市
へ
」
『
法
学
研
究
』
第
七
七
巻
第
一
〇
号
、

　
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
。

（
84
）
　
「
怒
江
大
煽
呼
喚
決
策
民
主
」
『
国
際
先
駆
導
報
』
二
〇
〇
四
年
四
月
一
九
日
。

（
8
5
）
　
「
南
水
北
調
中
線
工
程
将
開
工
、
移
民
事
関
工
程
成
敗
」
葺
8
”
＼
＼
譲
薫
奎
魯
ぎ
費
8
Φ
注
Φ
ヨ
窪
9
0
ヨ
＼
幕
名
ω
＼
8
8
山
㌣
伊
耳
目

　
（
中
国
移
民
網
）
二
〇
〇
五
年
六
月
十
八
日
。

（
8
6
）
　
前
掲
、
張
紹
山
（
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
）
、
施
国
慶
（
水
庫
経
済
移
民
研
究
中
心
）
「
中
国
水
庫
移
民
」
一
九
九
八
年
二
月
。

（
87
）
　
省
レ
ベ
ル
の
設
置
機
構
に
関
し
て
、
年
を
お
う
毎
に
増
え
て
い
る
が
、
具
体
的
な
所
属
な
ど
の
デ
ー
タ
は
な
く
、
実
体
が
把
握
で
き

　
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
一
九
九
七
年
の
も
の
を
利
用
す
る
。
「
全
国
二
三
の
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
で
立
ち
退
き
に
関
す
る
機
構
が
設
置

　
さ
れ
て
い
る
」
。
出
所
“
前
掲
、
『
中
国
水
力
開
発
年
鑑
　
二
〇
〇
三
年
』
第
八
巻
、
七
一
五
頁
。
ま
た
は
「
全
国
二
六
の
省
、
自
治
区
、

　
直
轄
市
で
立
ち
退
き
に
関
す
る
機
構
が
設
置
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
出
所
”
前
掲
、
施
国
慶
、
陳
紹
軍
、
荷
厚
平
（
河
海

　
大
学
移
民
研
究
中
心
）
「
非
自
願
移
民
理
論
与
実
践
探
討
　
二
〇
〇
四
年
五
月
一
九
日
」
。

（
8
8
）
　
前
掲
、
王
奎
（
中
国
水
電
中
南
勘
測
設
計
研
究
院
）
「
水
庫
移
民
管
理
弁
法
研
究
」
。

（
8
9
）
　
前
掲
、
張
基
尭
（
水
利
部
副
部
長
）
「
在
全
国
水
庫
移
民
工
作
会
議
上
的
講
話
　
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
」
。

（
9
0
）
　
前
掲
、
黄
宗
文
（
国
務
院
三
峡
弁
公
室
）
「
我
国
水
庫
移
民
戦
略
分
析
」
二
〇
〇
四
年
四
月
。

（
91
）
　
前
掲
、
水
利
部
水
庫
移
民
開
発
局
「
水
利
水
電
工
程
移
民
権
益
保
護
問
題
立
法
調
研
組
赴
四
川
進
行
調
研
　
二
〇
〇
四
年
二
月
一
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三
」
『
移
民
工
作
簡
報
　
二
〇
〇
四
年
第
一
期
』
。

（
92
）
　
前
掲
、
王
奎
（
中
国
水
電
中
南
勘
測
設
計
研
究
院
）
「
水
庫
移
民
管
理
弁
法
研
究
」
。

（
9
3
）
　
前
掲
、
江
恕
誠
（
水
利
部
長
）
「
論
大
煽
与
生
態
　
二
〇
〇
四
年
四
月
八
日
」
。

（
94
）
　
李
敏
安
（
国
家
電
力
公
司
華
東
勘
測
設
計
研
究
院
）
「
集
資
入
股
方
式
的
水
庫
移
民
安
置
探
討
」
『
漸
江
水
利
水
電
専
科
学
校
学
報
』

　
二
〇
〇
一
年
六
月
、
第
二
二
巻
増
刊
号
。

（
9
5
）
　
前
掲
、
趙
静
（
中
共
広
西
壮
族
自
治
区
委
党
校
副
教
授
）
質
曄
（
広
西
庫
区
移
民
開
発
局
副
研
究
員
、
広
西
壮
族
自
治
区
移
民
開
発

局
弁
公
室
主
任
）
「
論
我
国
現
行
水
庫
移
民
政
策
」
二
〇
〇
二
年
＝
一
月
、
第
二
巻
第
四
期
。

（
9
6
）
　
前
掲
、
張
基
尭
（
水
利
部
副
部
長
）
「
在
全
国
水
庫
移
民
工
作
会
議
上
的
講
話
　
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
」
。
ま
た
は
、
前
掲
、

　
「
調
研
報
告
“
在
新
的
歴
史
条
件
下
切
実
保
護
移
民
合
法
権
益
問
題
的
探
討
　
二
〇
〇
二
年
一
月
二
二
日
」
。
同
右
、
趙
静
（
中
共
広
西
壮

族
自
治
区
委
党
校
副
教
授
）
質
曄
（
広
西
庫
区
移
民
開
発
局
副
研
究
員
、
広
西
壮
族
自
治
区
移
民
開
発
局
弁
公
室
主
任
）
「
論
我
国
現
行

水
庫
移
民
政
策
」
二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
第
二
巻
第
四
期
。

（
9
7
）
　
束
偉
星
（
国
土
資
源
部
政
策
法
規
司
）
『
中
国
徴
地
及
移
民
安
置
的
法
律
制
度
分
析
』
耳
8
”
＼
＼
薫
≦
多
8
亀
旨
8
B
＼
（
中
国
水
工

程
移
民
網
）
二
〇
〇
六
年
一
月
一
九
日
。

（
9
8
）
　
同
右
、
束
偉
星
（
国
土
資
源
部
政
策
法
規
司
）
『
中
国
徴
地
及
移
民
安
置
的
法
律
制
度
分
析
』
。
ま
た
は
、
党
国
英
「
中
国
農
村
土
地

制
度
改
革
的
現
状
与
問
題
」
『
中
国
公
共
政
策
分
析
　
二
〇
〇
五
年
巻
』
七
五
ー
一
〇
二
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
9
9
）
何
嘉
、
董
偉
「
政
府
態
度
”
提
出
問
題
的
声
音
可
能
是
貢
献
最
大
的
声
音
」
『
中
国
青
年
報
』
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
九
日
。

〔
校
正
時
の
追
記
〕
　
『
大
中
型
水
利
水
電
工
程
建
設
徴
地
補
償
和
移
民
安
置
条
例
（
修
訂
草
案
）
』
が
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
九
日
に
お
い
て
、

　
温
家
宝
国
務
院
総
理
が
主
宰
す
る
国
務
院
常
務
会
議
で
審
議
さ
れ
、
通
過
し
た
。
修
正
後
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
公
表
さ
れ
て
い

　
な
い
が
、
本
論
で
検
討
し
た
立
ち
退
き
住
民
へ
の
補
償
と
後
期
生
産
扶
持
政
策
の
充
実
、
立
ち
退
き
管
理
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
、
立
ち

退
き
住
民
へ
の
利
益
分
与
を
保
障
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
出
所
”
耳
8
H
＼
＼
宅
≦
拳
8
亀
饗
8
ヨ
＼
（
中
国
水
工
程
移
民
網
）
二
〇
〇
六
年
三
月
二
九
日
。

〔
付
記
〕
　
こ
の
研
究
は
慶
慮
義
塾
大
学
学
事
振
興
基
金
の
援
助
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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図表1

　　　　　　　　　　　　　　法学研究79巻3号（2006：3）

建国以来ダム建設にかかわる中央主管部門の組織変遷

成立年月 他部門との合併時 電力工業部門 水利部門

1949年10月
　　燃料工業部

（石炭・電力・石油）
水利部

1955年7月 電力工業部 水利部

1958年2月

水利電力部1970年6月

1975年1月

1979年2月 電力工業部　　　　　　水利部

1982年3月 水利電力部

1988年4月

　　能源部

（石炭・原子力・

水利・電力）

1993年3月 電力工業部

水利部

1997年1月
・国家電力公司

・電力工業部

1998年3月 電力工業部廃止→

経済貿易委員会内

　　電力司
2001年

2002年 ・電監会（正部級）

2003年 発改委　能源局
経済貿易委員会内

　電力司を廃止

2005年

・発改委　能源局

・国家能源領導小組

・国家能源領導小組

弁公室（副部級）

・電監会（正部級）

関連資料に基づき、筆者が作成したもの。
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　　　　　図表2　全国省区（一部）立ち退き管理機構設置状況

省・区と機構名称 性質 所属 管轄範囲

黒竜江省人民政府移

民弁公室

行政単位 省計画委員会 蓮花水力発電所移民安置

吉林省建設庁移民弁

公室

事業単位 省建設省 全省大・中型ダム移民安置

遼寧省水庫移民安置

経済開発中心

事業単位 省水利庁 水利部管轄ダム移民遺留問題の処理

内モンゴル自治区万

家案枢鑑工程移民安

置弁公室

臨時単位 自治区人民政

府

万家塞枢鑑工程移民安置

青海省人民政府支援

黄河上流水電工程建

設弁公室

事業単位 省計画委員会 黄河上流青海河段大・中型水電工程移

民安置

甘粛省計画委員会移

民弁公室

事業単位 省計画委員会 全省大・中型水力発電所ダム地域移民

安置及び後期支援

河北省移民搬遷弁公

室

事業単位 省水利庁 全省ダム移民安置及び移民遺留問題の

処理

山西省移民弁公室 事業単位 省人民政府 全省移民工作

陳西省移民工作領導

小組弁公室

事業単位 省水利庁 全省ダム移民工作

河南省人民政府移民

工作領導小組弁公室

行政単位 省人民政府 全省大・中型水利水電工程ダム移民安

置と後期支援

湖北省三峡工程移民

局

事業単位 省民政庁 三峡工程湖北域内移民安置。同時に省

内部管轄ダム移民

安徽省ダム地域経済

開発弁公室

事業単位 省計画委員会 全省ダム移民安置と開発

山東省水利庁移民弁

公室

事業単位 省水利庁 省内移民遺留問題の処理

湖南省移民開発局 事業単位 省人民政府 全省移民安置と開発

江西省移民弁公室 行政単位 省民政庁 全省移民安置と開発

漸江省水庫移民安置

弁公室

事業単位 省民政庁 全省部管轄ダム移民遺留問題の処理と

大・中型ダム移民安置
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福建省人民政府水口

水電姑ダム地域工作

弁公室

事業単位 省土地管理局 水口水力発電所の移民安置、全省大・

中型水力発電所の移民安置

四川省大型水電工程

移民領導小組弁公室

行政単位 省人民政府 中央直属大型水電工程及び省内水電工

程の移民工作

広西壮族自治区移民

開発弁公室

事業単位 自治区人民政

府

自治区内大・中型水力発電所ダム地域

移民工作の管理

貴州省水庫移民弁公

室

行政単位 省電力局 全省大・中型水力発電所移民安置

雲南省人民政府移民

搬遷弁公室

行政単位 省人民政府 全省水利水電工程移民安置

李明伝（水電水利規劃設計総院）『全国部分省区移民機構設置状況』より、筆者が作成した。

出所＝『中国水力発電年鑑　1995－1997年』第5巻、270－271頁、中国電力出版社、1998年。
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